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は じ め ま し て

「はじめまして」コーナーに掲載するお
子さんの写真を募集しています。スマー
トフォン・パソコンからもお手軽に応募
できます。詳しくは市ホームページをご
覧ください。（トップページ→募集を探

す→広報おおたけ「はじめまして」にお子さんの写真を掲載しませんか）
※応募時期によっては、掲載が次号以降になる場合があります。
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中
田

馳
大

 

ん
く

ち
い
だ

か
な
た

40

2024 6 12

申
し
込
み
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
職
員
採
用

情
報
サ
イ
ト
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ネ

ク
ト
）
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
初
め

に
登
録
が
必
要
で
す
）。

第
１
次
試
験

と　

き

　

１
月
12
日
㈰　

９
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

合
格
発
表

　

第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
１

月
20
日
㈪
で
す
。
合
格
者
の
受
験

番
号
を
市
役
所
本
庁
舎
１
階
掲
示

場
（
南
玄
関
前)

に
掲
示
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。
な
お
、
合
格
者
に
は
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

　イベントの準備と開催のため、12月14日㈯から
15日㈰は、大型遊具を除く公園内の施設が利用で
きません。
※大型遊具は利用できますが、遊具前駐車場は駐
車できません。

公園内車道の通行規制
　12月15日㈰は車両の進入はできません。イベン
トに車でお越しの方は、臨時駐車場（旧小方中学
校駐車場・市役所駐車場）を利用してください。
　また当日、公園側からは車両で下瀬
美術館に入れませんので注意してくだ
さい。（徒歩は入れます）詳しくは市ホー
ムページなどで確認してください。

職種別の定員・対象・試験内容
職　種 定 員 対　象 第１次試験の試験内容

土木技術職 若干名 平成6年4月2日以降に生まれた人

◦専門試験（択一式）【90分】
出題分野　数学、物理、情報、土木構造設計、（構造
力学、構造設計）、土木基盤力学（水理学、土質力
学）、測量、社会基盤工学、土木施工
◦職場適応性検査【20分】

建築技術職 若干名 平成6年4月2日以降に生まれた人

◦専門試験（択一式）【90分】
出題分野　数学、物理、建築構造設計、建築構造、建
築計画、建築法規、建築施工
◦職場適応性検査【20分】

（注意１）筆記試験問題は、活字印刷文による出題となります。
（注意２）職場適応性検査は、第2次試験以降に行う個別面接の際に参考資料として活用します。
（注意３）地方公務員法第16条の「欠格条項」に該当する方は受験できません。
（注意４） 次に該当する日本国籍を持たない方も受験できます。ただし、採用後、公権力の行使または公の意思の形成に参画する職に就くこ

とはできません。
◦出入国管理及び難民認定法による永住者（令和7年3月31日までに取得見込みの方を含む）
◦�日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法による特別永住者（令和7年3月31日まで取得見込

みの方を含む）

令和７年度採用予定令和７年度採用予定

市職員募集市職員募集
申し込み締め切り申し込み締め切り
1212月月2020日日㊎㊎までまで

問い合わせ　総務課　☎59-2122

「瀬戸内リレーマラソンin大竹」開催のため
12月14日㊏▶15日日は
晴海臨海公園の利用制限があります。
問い合わせ
　実行委員会事務局（生涯学習課内）　☎53-6677

大好きおおたけ

人とまちを結ぶ情報紙
広報おおたけ

No.1289
12
2024令和６年

10月20日
大竹祭【関連記事　36ページ】

コミュニティの現在地。
【4～ 13ページ】



　
11
月
１
日
︑
株
式
会
社
キ
ロ
ク
と
市
は
︑

災
害
に
備
え
︑﹁
災
害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
資
機
材
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
﹂

を
締
結
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
協
定
は
︑
被
災
し
た
際
の
応
急
対

策
に
必
要
と
な
る
建
設
産
業
用
機
械
の
ほ

か
︑
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
医
療
機
器
や
︑
避
難

所
で
使
用
す
る
車
載
ト
イ
レ
︑
介
護
ベ
ッ

ド
︑
車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
資
機
材
︑
非

常
用
浄
水
装
置
︵
飲
料
水
造
水
型
︶
な
ど

の
資
機
材
を
︑
優
先
的
に
可
能
な
限
り
速

や
か
に
供
給
す
る
た
め
の
も
の
で
す
︒

お
わ
び
と
訂
正

　
11
月
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
令
和

７
年
２
月
１
日
㈯
に
開
催
の
﹃
人
権
講

演
会
﹁
自
分
ら
し
く 

生
き
る
﹂﹄
の
講

師
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
︒
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
︒

︵
正
︶
高
畑
桜
さ
ん

︵
誤
︶
高
山
桜
さ
ん

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
︑
放
課
後
︑

保
護
者
な
ど
が
仕
事
な
ど
の
事
情
に
よ
り

家
庭
に
い
な
い
た
め
︑
生
活
指
導
が
難
し

い
児
童
の
健
全
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

４
月
か
ら
利
用
を
希
望
す
る
方
は
︑
受
付

期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
︑
低
学
年
と
特
別
な
配

慮
が
必
要
な
高
学
年
の
児

童
を
最
優
先
に
し
ま
す
の

で
︑
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒

　
な
お
︑
夏
休
み
期
間
の

み
の
利
用
申
し
込
み
の
受

け
付
け
は
︑
６
月
上
旬
に

行
う
予
定
で
す
︒

対　

象

　
市
内
小
学
校
新
１
~
新

６
年
生

※
長
期
休
暇
以
外
の
利
用

は
︑
在
職
証
明
書
の
勤
務

時
間
が
︑
低
学
年
は
15
時

以
降
︑
高
学
年
は
16
時
以

降
に
な
り
ま
す
︒

と
こ
ろ

　

ひ
か
り
児
童
ク
ラ
ブ

︵
大
竹
小
学
校
敷
地
内
︶︑

み
ど
り
児
童
ク
ラ
ブ
︵
小
方
学
園
敷
地

内
︶︑
あ
す
な
ろ
児
童
ク
ラ
ブ
︵
玖
波
小

学
校
敷
地
内
︶

申
込
書
の
受
付
期
間

　
12
月
２
日
㈪
~
27
日
㈮

　
９
時
~
17
時
15
分

　
生
涯
学
習
課
︑
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
︑

総
務
学
事
課
︑福
祉
課
︑玖
波・栄
公
民
館
︑

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
に
備
え
付
け
の
利
用

申
込
書
︵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
有
︶
に

必
要
書
類
︵
在
職
証
明
書
な
ど
︶
を
添
え

て
︑生
涯
学
習
課︵
総
合
市
民
会
館
内
︶へ
︒

○
 

書
類
確
認
な
ど
を
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
︑
日

中
連
絡
の
と
れ
る
電
話

番
号
を
必
ず
申
込
書
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
︒

○
 

受
付
期
間
外
の
申
し
込

み
や
書
類
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
︑
申
請
を
受

け
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
︒

○
 

必
要
書
類
の
提
出
が
遅

れ
る
場
合
は
︑
事
前
に

生
涯
学
習
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
︒

利
用
の
決
定

　
書
類
審
査
に
よ
り
決
定

し
︑
３
月
上
旬
~
中
旬
に

通
知
し
ま
す
︒︵
個
別
面

談
に
よ
り
利
用
の
可
否
を

決
定
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
︶

協定書に調印する森脇大陽代表取締役（左）

簡
易
な
ト
イ
レ
や
洗
面
所
が
装
備
さ
れ
た
車
両
。

災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
資
機
材
の

供
給
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
　
　

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
59
２
１
１
９

令和７年度  利用申し込みの受け付け

放課後児童クラブ
問い合わせ　生涯学習課　☎28-5680

02 表彰/表敬訪問

03 災害時における応急対策資機材の供給等に関する協定
を締結/おわびと訂正/令和７年度利用申し込みの受け
付け　放課後児童クラブ

04 コミュニティの現在地。
―自治会、絶滅危惧種か？ 持続可能か？―

14 令和５年度決算公表

17 水道事業・公共下水道事業・工業用水道事業　令和５年度決算

18 特定健診の受診はお済みですか？

19 ノロウイルスによる食中毒に注意/世界エイズデー /
HIV（エイズ）抗原・抗体検査　肝炎ウイルス検査　梅毒検査

20 12月2日から紙の健康保険証が交付されなくなります/
高額療養費「外来年間合算」の申請

21 紙の健康保険証交付終了により福祉医療制度の申請に
必要なものが変わります

22 市制施行70周年連載企画  振り返る70年
第９回 弥栄ダムと弥栄湖スポーツフェスティバル

24 令和７年度保育所・保育園・認定こども園・小規模保育園
入所・入園申し込み受け付け

25 小方認定こども園で年末保育をします/
能登半島大雨災害義援金にご協力ください

26 みんなで集う大神楽公演/個人住民税を特別徴収に/
都市計画変更案の縦覧

27 人権週間/人権の花運動/福祉のとびら/
＠っとひろしま！マルシェ

28 消費者シリーズ/おおたけ・ごみ事情
29 年金のはなし/省エネ家電の買い替えを支援しています/

環境の日
30 としょかんだより
31 情報ステーション
36 カメラスケッチ
38 １月の先取り情報ステーション
39 ボートレース宮島カレンダー /

休日診療/休日水道修理・使用開始
40 はじめまして/12月14日㈯▶15日㈰は晴海臨海公園の

利用制限があります。/市職員募集
掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

文化祭功労者表彰
　市の文化祭の各部門で活躍され、市の芸術文
化の振興に貢献された方を文化祭功労者として
表彰しました。

大竹市初のムエタイ日本王者
Big Hummer 選手が市長表敬訪問
　９月22日に大阪府堺市で行われた『AJKN8』
オールジャパンクルーザー級OFG（オープン
フィンガーグローブ）タイトルマッチで市在住
のB

ビッグ
ig H

ハ マ ー
ummer（浜桐宏樹）選手が勝利し、日

本王者になりました。これを受けて、10月23日、
市長を表敬訪問しました。
　Big Hummer選手は「都会の選手と比べて恵
まれた環境ではなくても、自分が置かれた環境
でどのように頑張っていくかが重要。今回のタ
イトルマッチに勝利したことで、その証明がで
きた」と熱く語りました。

文化祭功労者（前列左から）
吟剣詩舞道部　正木　直さん（新町）
民舞部　伊崎　桂子さん（元町）
民舞部　青垣　恵子さん（立戸）
合唱部　山下　徹さん（油見）Big Hummer選手（左）

CONTENTS
2024 OCT. No.1287

広報おおたけ⑩

おおたけPRキャラクター「コイちゃん」

CONTENTS
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広報おおたけ⑫
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に
、
新
た
な
組
織
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
自
治
会
は
、
昭
和
51
年

７
月
に
設
立
し
た
新
町
３
丁
目
自

治
会
を
皮
切
り
に
次
々
と
各
地
区

で
発
足
。
昭
和
52
年
５
月
25
日
に

は
、
市
内
64
地
区
の
自
治
会
が
集

う
『
自
治
会
長
会
議
』
が
開
催
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
『
市
協
委
員
制

度
』
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
７
月
３
日
に
は
、

市
自
治
会
連
合
会
が
設
立
さ
れ
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
今

　
現
在
、
市
内
に
あ
る
単
位
自
治

会
は
70
（
う
ち
２
自
治
会
は
休
会

中
）、
地
区
自
治
会
連
合
会
が
10

で
す
。
そ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
市
自

治
会
連
合
会
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
単
位
自
治
会
の
規
模
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
３
７
０
世
帯
を
抱
え
る
白

石
１
丁
目
自
治
会
も
あ
れ
ば
、
５

世
帯
で
活
動
し
て
い
る
後
飯
谷
自

治
会
も
あ
り
ま
す
。

　
規
模
も
地
域
性
も
異
な
る
自
治

会
で
す
が
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

雇
用
延
長
に
伴
う
担
い
手
不
足
な

ど
、
抱
え
る
課
題
も
多
い
の
が
全

国
的
な
傾
向
で
す
。
ま
た
、
行
政

が
自
治
会
に
お
願
い
し
て
い
る
業

務
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

次
第
に
負
担
と
な
っ
て
き
て
い
る

自
治
会
の
あ
ゆ
み

　
大
竹
市
の
自
治
会
は
、
い
つ
誕

生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の

住
民
組
織
は
、
明
治
以
降
い
く
つ

か
の
変
遷
を
経
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
戦
時
体
制
の
中
に
あ
っ

た
部
落
会
・
町
内
会
が
昭
和
22
年

に
廃
止
さ
れ
た
後
、
自
治
会
的
な

も
の
が
自
主
的
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
度
に
は
、

市
が
委
嘱
す
る『
市
協
委
員
制
度
』

が
で
き
ま
し
た
。
市
協
委
員
は
、

広
報
紙
を
含
む
伝
達
事
項
や
回
覧

文
書
な
ど
を
配
る
こ
と
、
納
税
の

奨
励
な
ど
の
業
務
を
行
う
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
や
生

活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
住
民
の

市
政
参
加
を
め
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
動
を
進
め
て
い
く
た
め

面
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

は
自
治
会
の
存
在
意
義
と
は
何

か
。
今
一
度
原
点
に
立
ち
戻
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
に
合
っ
た
姿
は
？

　
市
が
作
成
し
て
い
る
『
自
治
会

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』に
は
、自
治
会
を

次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
定
の
区
域
に
住
む
人
々
が

自
主
的
に
構
成
す
る
任
意
の
自
治

組
織
で
す
。
住
民
が
親
睦
を
深
め

な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
で
の

様
々
な
地
域
課
題
を
解
決
し
、
住

民
同
士
が
協
力
・
連
携
し
て
自
分

た
ち
の
ま
ち
を
住
み
や
す
く
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
自
治
会

と
は
任
意
団
体
で
あ
り
、
加
入
も

未
加
入
も
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
に
と
っ

て
の
共
通
の
問
題
や
課
題
は
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
日
頃
は
気

づ
き
に
く
い
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

も
、
実
は
自
治
会
が
そ
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
毎
日
の
ご
み
出
し
。

カ
ラ
ス
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
た
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
誰
が
片
付
け

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
治
会

が
管
理
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
、
自
治
会

が
無
か
っ
た
ら
、
そ
の
役
割
は
誰

が
担
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
自
治
会
で
す
が
、
加
入

率
の
低
下
が
続
い
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
に
は
84
・
３
％
だ
っ
た

加
入
率
が
、
令
和
６
年
度
に
は

67
・
２
％
に
ま
で
減
少
。
今
後
も

減
少
傾
向
が
続
く
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
発
足
か
ら
約
半
世
紀
、
今
の
時

代
に
あ
っ
た
自
治
会
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
考
え
て
い
く
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

コミュニティの現在地。

（右）昭和52年5月に開催された自治会長会議。設立した64自治会が出席しま
した。（左）長年務めた市協委員をねぎらい神尾徹生市長から感謝状を贈呈。

今年６月にアゼリアおおたけで開催された
自治会連合会総会。

80

78.0％
76.9％

73.5％

70.2％
68.4％

67.2％

78
76
74
72
70
68
66
64
62
60

R1 R2 R3 R4 R5 R6

自治会加入率（令和元年度～６年度）

コミュニティの現在地。
―自治会、絶滅危惧種か？ 持続可能か？―

　９月22日の日曜日、立戸１丁目を流れる水路から刈り
取った草や堆積した泥を運び上げる人たちの姿がありま
した。市内一斉清掃として、自治会に呼びかけて行われ
た『おおたけクリーンキャンペーン』の一コマです。
　水路の中に入り、水分を含んでずっしりと重い草や泥
をポリ袋と土のう袋に詰め込んでいきます。クリーンキャ
ンペーンとは別に各地区で行われている清掃作業も、自
治会の力なくしては行えません。しかし、そこには自治
会の担い手不足の影も垣間見えるようです。
 （関連記事９ページ）

かつて自治会には全ての世帯が加入するものという暗黙
の了解の時代がありました。しかし、現在は個人の意識の
変化や高齢化などから加入率の減少が進み、また、自治会
役員の負担増から、自治会離れが起きているといわれてい
ます。そんな時代だからこそ、地域のつながりを重要と考
え活動をしている自治会もあります。それらを紹介しなが
ら、地域コミュニティの現在地を見ていきたいと思います。

【取材　企画財政課】
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自治会を経由しない
他の方法に変更してほしい
（配布手数料がなくなっても
自治会運営に影響はない）
４自治会

自治会を経由しない
他の方法に変更してほしい
（配布手数料がなくなると
自治会運営が難しくなる）
18自治会

現状どおり
自治会を経由した

配布方法のままでよい
45自治会

その他
１自治会

難しくなってきている
37.7％難しくなっていない

62.3％

仕分けや配布担当者（役員、班長）
が高齢化しているため

仕分けや配布担当者（役員、班長）
などが不足しているため

その他

22

11

5

コミュニティの現在地。

自治会にはこんな楽しみも。

ラージボール卓球大会（6月16日）

グラウンドゴルフ大会（7月26日）
[玖波地区]

自
治
会
対
抗

【グラフ１】 市広報等（広報おおたけ、各種全戸配
布、回覧、ポスター）の配布について

【グラフ３】市広報の配布方法について

※アンケート結果の一部を掲載しています。

【グラフ２】市広報等の配布が難しくなっている理由

【表２】 自治会が市などから依頼を受けている業務等
で負担が大きいものについて【負担が大きいと
感じている自治会数が多い順】（複数回答可)

内　　容 自治会数
民生委員・児童委員の選任 36
道路・水路内の草刈り、清掃活動 21
市広報等配布業務 20
環境・健康感謝募金、日本赤十字社活動資金、赤
い羽根共同募金の集金 18

公衆衛生推進委員の選任、環境保健協力員の選任 17
市内一斉清掃（クリーンキャンペーン） 16
敬老会事業 14
公園環境美化推進事業 13
地域安全推進委員の選任 13
地区体育委員（スポーツ推進委員）の選任 12
自治会長等代表者情報、自治会組織助成金交付
申請および実績報告、広報配布先届出書および
請求書の提出

12

自治会連合会会費納入 3
選挙立会人の選任 1
災害時緊急連絡先の提出 0

ど
ん
な
支
障
が
あ
る
の
か
？

　
今
、
自
治
会
は
過
渡
期
に
差
し

か
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。加
入
率
の
低
下
が
、今
の
ペ
ー

ス
で
進
む
と
、７
〜
８
年
後
に
は
、

５
割
を
切
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
未
加
入
世
帯
が
増
え
る

要
因
の
一
つ
に
、
市
な
ど
か
ら
自

治
会
に
お
願
い
す
る
業
務
が
負
担

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
担

う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
は
各
部
署
に
「
自
治
会
が
活

動
停
止
ま
た
は
解
散
を
し
た
場
合
、

住
民
に
ど
の
よ
う
な
支
障
が
起
こ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
」
そ
し

て
「
市
の
業
務
に
、
ど
の
よ
う
な

支
障
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
か
」

と
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
の
４
分

の
３
の
部
署
で
影
響
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。（
表
１
）

　
市
と
し
て
考
え
て
い
る
支
障
で

は
、「
災
害
時
の
対
応
」「
広
報
紙

等
の
配
布
」「
集
会
所
関
係
」「
ご

み
・
環
境
美
化
」「
市
へ
の
要
望
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
地
域
で
の「
共
助
」は
、

各
地
で
頻
繁
に
起
こ
る
大
規
模
災

害
時
に
、
日
頃
の
地
域
の
つ
な
が

り
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
近き

ん

助じ
ょ

」
や
「
互ご

近き
ん

助じ
ょ

」
と
い
う
言
葉

も
あ
る
よ
う
に
、
近
隣
で
の
防
災

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
自
治
会
は

重
要
な
存
在
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
広
報
配
布
業
務
な
ど
、

行
政
な
ど
か
ら
の
配
布
物
が
各
世

帯
に
行
き
渡
ら
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
行
政
情

報
を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

は
市
の
重
要
な
責
務
で
す
。
現
時

点
で
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

す
る
こ
と
が
、
大
竹
市
で
は
効
率

の
よ
い
方
法
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
は
、
大
き
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
負
担
ワ
ー
ス
ト
は
？

　
さ
ら
に
市
内
部
へ
の
問
い
か
け

と
と
も
に
、
市
自
治
会
連
合
会
で

は
、
各
自
治
会
が
抱
え
て
い
る
課

題
や
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
・
表

２
）

　
「
市
な
ど
か
ら
の
依
頼
で
負
担

が
大
き
い
も
の
は
」
と
い
う
質
問

で
、
自
治
会
か
ら
の
回
答
で
最
も

多
か
っ
た
の
が
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
選
任
」
で
し
た
。
仕

事
内
容
の
重
さ
や
個
人
情
報
の
扱

い
な
ど
、大
き
な
責
任
を
感
じ
て
、

な
か
な
か
地
域
内
で
引
き
受
け
て

く
れ
る
人
が
い
な
い
と
い
う
声
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
続
い
て
は
「
道
路
・
水
路
の
草

刈
り
、
清
掃
活
動
」「
市
広
報
等

配
布
業
務
」「
各
種
募
金
の
集
金
」

な
ど
が
上
位
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
肉
体
的
な
負

担
や
、
お
金
を
扱
う
こ
と
へ
の
責

任
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
相

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
結
果

で
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
を
負
担
で

あ
る
と
感
じ
る
自
治
会
が
あ
る
一

方
で
、
現
状
で
も
や
っ
て
い
け
る

と
い
う
自
治
会
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
自
治
会

か
ら
の
切
実
な
声
と
し
て
受
け
止

め
、
市
の
各
部
署
で
情
報
を
共
有

し
、
市
自
治
会
連
合
会
と
共
に
改

善
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

自治会が無くなって困るのは、
ヤクショか？住民か？
―自治会アンケートの結果から―

今は当たり前のようにある自治会が無
くなってしまったら、どのような影響
があるのか。本当に何に支障が出るの
か、自治会に替わる何かがあるのか。共
働なのか、依存なのか、共に考えなけれ
ばならないのではないでしょうか。

【表１】 自治会が活動停止または解散した場合の住民への支障の
可能性 (一部）

防災 災害時に地域での共助に支障が出る。

広報

行政などからの広報物などが配布できなくなり、情報が得
られにくくなる。

広報物の配布が無くなると、班内でのコミュニケーション
や、安否確認が難しくなる。

集会所 管理する人がいなくなり、利用に支障が出る。

税 個人所有地を無償で自治会活動に利用する場合の固定資産
税の減免措置が受けられなくなる。

ごみ こみステーションの管理をする人がいなくなる。

その他 地域で課題が発生したとき、即時に協力・連携体制を確保す
ることが困難になる。

（左）夏の地区清掃（玖波７
丁目）（右）カラスに荒らさ
れたごみステーション。
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若
い
人
の
力
が
必
要

　
言
え
ば
愚
痴
に
な
る
の
で
す
が
、

正
直
な
話
大
変
で
す
。
立
戸
地
区

は
山
の
斜
面
に
住
ん
で
い
る
方
も

出
す
土
の
う
が
１
２
０
〜
１
３
０

袋
く
ら
い
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
高
齢
化
も
進
ん
で
い
て
、
こ
う

し
た
作
業
を
す
る
の
は
だ
ん
だ
ん

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
れ
で
も
自
分
た
ち
で

で
き
る
と
こ
ろ
は
や
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
で
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
ど
う
し

て
も
無
理
な
と
こ
ろ
は
、
市
に
お

願
い
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
当

日
だ
け
で
は
、
と
て
も
間
に
合
わ

な
い
の
で
、
事
前
に
で
き
る
人
に

お
願
い
を
し
て
、
一
部
は
や
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ば
っ
か
り
は
力
仕

事
の
面
が
あ
る
の
で
、
回
覧
板
で

「
若
い
人
の
力
が
必
要
で
す
」「
な

る
べ
く
若
い
人
が
出
て
く
だ
さ

い
」と
呼
び
か
け
て
は
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
そ
う
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
自
分
た
ち
の
担

当
場
所
が
終
わ
っ
た
ら
済
ん
で
い

な
い
と
こ
ろ
に
応
援
に
来
て
く
れ

る
の
で
助
か
り
ま
す
。

高
齢
者
ほ
ど
入
っ
て
欲
し
い

　

立
戸
地
区
は
ア
パ
ー
ト
も
多

く
、
自
治
会
未
加
入
の
世
帯
も
多

い
の
が
実
態
で
す
。
自
治
会
に
入

ら
な
く
て
も
困
る
こ
と
が
な
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
役
員
を
や
る
な
ら

多
く
、そ
こ
か
ら
の
水
路
も
あ
る
。

水
路
脇
に
茂
っ
て
い
る
草
を
刈
っ

て
い
く
だ
け
で
も
相
当
な
量
に
な

り
ま
す
。
確
か
ポ
リ
袋
で
１
８
０

袋
、
水
路
に
た
ま
っ
て
い
る
泥
を

自
治
会
を
や
め
る
と
も
。
自
分
が

自
治
会
長
に
な
っ
た
４
年
前
は

１
４
７
世
帯
あ
っ
た
の
が
、
今
は

20
世
帯
も
減
っ
て
い
ま
す
。
３
〜

４
世
帯
の
班
は
別
の
班
と
一
緒
に

な
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
で
回
覧
板
が
回
せ
な
い
の

で
、
自
治
会
を
退
会
さ
せ
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
回
覧
で
き
な

い
と
こ
ろ
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

本
当
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
人
と

の
つ
な
が
り
が
必
要
だ
と
思
う
の

で
、入
っ
て
い
て
欲
し
い
の
で
す
。

　
災
害
時
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の

か
、
近
所
の
人
が
分
か
ら
な
い
と

困
る
と
思
い
ま
す
。「
共
助
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
治
会
に
入

る
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
で
助
け

合
う
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。清
掃
活
動
に
し
て
も
、

そ
う
い
う
機
会
に
み
ん
な
が
集

ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
や
る
場
に
な
れ

ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
れ

で
近
所
の
人
と
顔
を
合
わ
し
て
、

あ
い
さ
つ
で
も
交
わ
す
よ
う
に
な

れ
ば
、
ま
た
違
っ
て
く
る
。
ま
ず

は
一
緒
に
や
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

―新潟県では自治会加入率が100％近い水準と聞いてい
ますが、燕市ではどうでしょう―。
　アンケートでは、95～96％くらいの加入率でした。
―高い理由は何かあるのでしょうか―。
　特に意識したことはありませんが、入るのが当たり前
みたいな雰囲気だと思います。
―転入されて来る方も入られているのですか―。
　転入手続きの窓口で、自治会長さんの連絡先を伝えて
おり、連絡して加入されているようです。ただ、ごく最
近になって、入らないといけないのかとかいう声も出始
めたようです。
―市から自治会への業務の依頼で、何か言われることが
ありますか―。
　配りものが多いとか、募金集めの対応が難しいという
声も聞いています。

コミュニティの現在地。

「
自
治
会
に
入
ら
な
く
て
も
困
ら
な
い
」

「
役
員
や
る
な
ら
退
会
す
る
」

―
自
治
会
長
の
悩
み
―

 

立
戸
１
丁
目
自
治
会

９
月
22
日
に
行
わ
れ
た
市
内
一
斉
清
掃
の﹃
お
お

た
け
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹄。立
戸
１
丁
目

の
自
治
会
長
の
新
出
康
人
さ
ん
に
、当
日
の
様
子

や
自
治
会
活
動
の
悩
み
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

高い加入率。―自治会担当者に聞く―

新潟県燕市総務課　課長補佐　高宮　潤さん

広
報
配
布
は
安
否
確
認

　
自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
道
半
ば
。
も
う

少
し
深
く
、
自
治
会
長
の
本
音
を

尋
ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
今
皆
さ
ん
が
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
中
で
活
動
助
成
金
や
広
報
配

布
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
で
す

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
配
布
担

当
者
の
不
足
や
高
齢
化
な
ど
で
配

め
て
し
ま
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
希
薄
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

班
長
に
し
て
も
役
目
と
し
て

回
っ
て
き
た
ら
、
自
分
も
励
み
に

な
る
し
、
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
自
治
会
づ
く
り
に
つ
な

が
る
。
も
う
や
ら
な
く
て
い
い
よ

と
言
う
な
ら
自
治
会
は
退
化
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
な
ど
の
人
選
に
苦
慮
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

自
治
会
が
無
く
な
っ
た
ら

　
先
日
家
に
「
自
治
会
に
入
り
た

い
」
と
、
若
い
人
が
加
入
申
込
書

を
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
驚
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
市
が
作
っ
た
チ
ラ

シ
で
、
自
治
会
活
動
の
こ
と
が
書

か
れ
て
お
り
、
転
入
、
転
居
の
手

続
き
の
際
に
窓
口
で
渡
し
て
い
る

も
の
で
し
た
。
そ
れ
を
見
て
入
ろ

う
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。

　
若
い
世
代
の
人
が
な
ぜ
自
治
会

を
離
れ
て
い
く
か
と
い
う
と
、「
人

づ
き
合
い
が
面
倒
」「
役
を
持
た

さ
れ
る
の
が
嫌
だ
」
で
す
。
自
治

会
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
に

は
、
感
動
と
か
感
銘
が
必
要
な
の

だ
と
思
う
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

行
事
で
も
、
我
々
高
齢
者
が
手
本

を
見
せ
て
、
励
ま
し
て
感
動
を
与

る
こ
と
自
体
が
難
し
い
の
で
や
め

た
い
と
い
う
回
答
が
あ
る
一
方
で
、

配
布
を
外
部
に
委
託
す
る
く
ら
い

な
ら
、
自
治
会
で
や
る
の
で
手
数

料
を
上
げ
て
欲
し
い
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
。
私
は
広
報
配
布
を

や
め
る
こ
と
で
、
自
治
会
離
れ
が

進
む
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
配
布
や
回
覧
を
す
る
こ

と
は
、
近
隣
の
方
の
安
否
確
認
の

役
割
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
や

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
。
清
掃

作
業
で
も
単
に
「
ご
苦
労
さ
ん
」

だ
け
で
は
、
こ
ん
な
も
の
か
と

思
っ
て
し
ま
う
。
次
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
る
よ
う
な
感
動
が
必
要
で

す
。

　
自
治
会
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
災
害
時
に
も
対
応
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
能
登
の

震
災
で
も
一
番
大
事
な
の
は
絆
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。
向
こ
う
三
軒

両
隣
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し

て
、
お
互
い
が
気
づ
き
合
い
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
膨
ら
ま

し
て
い
っ
た
ら
、
よ
り
良
い
自
治

会
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
を
ど
う
し
て
い
く
か
、

１
年
や
２
年
で
は
答
え
は
出
ま
せ

ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
踏
み
込
ん

で
、自
治
会
長
さ
ん
ら
の
苦
し
み
、

要
望
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
て
来
た

と
き
、
自
治
会
長
が
訪
ね
て
来
ら

れ
た
の
で
す
が
、独
身
だ
っ
た
の
で

「
入
ら
な
く
て
も
い
い
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
ず
っ
と
そ
の

ま
ま
で
す
。
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
だ

と
近
所
の
人
の
こ
と
が
分
か
り
に

く
い
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
自
治

会
の
中
に
入
っ
て
行
き
に
く
い
面

も
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
ア
パ
ー
ト
だ

と
会
社
が
借
り
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
し
、
人
の
入
れ
替
わ
り
も
激

し
か
っ
た
り
す
る
の
で
、あ
え
て
勧

誘
し
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

ね
。
一
戸
建
て
だ
と
隣
の
人
の
顔

も
見
え
や
す
い
の
で
、
自
治
会
に

も
入
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
、
自
治
会
の
人
は
高
齢

な
方
が
多
い
の
で
、
若
い
人
は
な

じ
み
に
く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
が
い
る
と
地
域
で
の
つ

な
が
り
が
で
き
て
く
る
で
し
ょ
う

が
、
単
身
者
は
そ
こ
が
難
し
い
。

私が自治会に
入っていないのは。

―未加入の単身者に聞く―

自
治
会
活
動
に
は

感
動
が
必
要
で
す
。

―
市
自
治
会
連
合
会 

会
長  

古
川  

和
男
さ
ん
に
聞
く
―

転
入
手
続
き
な
ど
の
と
き
、窓
口
で
渡
し
て

い
る
自
治
会
加
入
申
し
込
み
の
チ
ラ
シ
。
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数
年
前
に
住
民
に
困
り
ご
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
は「
介
護
」「
通
院
」「
買
い
物
」

「
食
事
」「
緊
急
時
の
対
応
」「
話

し
相
手
」
な
ど
へ
の
不
安
が
浮
き

彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
元
に
、
こ
れ
か
ら
の
松
ケ
原

を
ど
う
し
て
い
く
か
と
５
人
の
女

性
た
ち
が
「
あ
れ
を
し
た
ら
」「
こ

れ
が
で
き
た
ら
」
と
意
見
を
出
し

合
っ
た
と
い
い
ま
す
。

小
さ
な
道
の
駅
構
想

　
「
み
ん
な
の
交
流
の
場
、
憩
い

の
場
、
そ
こ
に
行
く
目
的
が
で
き

る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
思

い
提
案
し
た
の
が
『
小
さ
な
道
の

駅
構
想
』
で
す
。
道
の
駅
み
た
い

な
規
模
で
は
な
い
の
で
す
が
、
み

ん
な
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う

に
、
そ
う
呼
び
ま
し
た
」。
ほ
ほ

笑
み
な
が
ら
話
す
平
野
さ
ん
。

　
地
場
の
農
作
物
を
自
家
消
費
だ

け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
直
売
所

が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
出
荷
も
で
き

ま
す
。

　
「
来
る
人
も
別
に
買
い
物
を
し
な

く
て
も
い
い
。
そ
こ
で
出
会
っ
て

話
を
す
る
だ
け
で
も
い
い
」。
人
と

人
と
が
ふ
れ
あ
う
場
で
、
や
り
が

い
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
た
だ
、
そ
の
道
の
り
は
容
易
で

﹃
こ
ぶ
し
の
里
松
ケ
原
﹄誕
生

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
令
和
３
年

11
月
27
日
、
記
念
す
べ
き
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
今
年

は
３
周
年
記
念
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
『
こ
ぶ
し
の
里
松
ケ
原
』
も
住

民
の
応
募
で
選
ば
れ
て
名
づ
け
ら

れ
た
愛
着
の
あ
る
も
の
。
レ
ジ
を

打
っ
た
り
す
る
店
番
の
女
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
数
も
増
え
、
皆
が
集

う
楽
し
み
の
場
と
も
な
っ
て
お

り
、
男
性
た
ち
は
集
荷
な
ど
の
作

業
を
担
い
、ひ
と
息
つ
い
た
後
は
、

他
愛
の
な
い
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
誰
で
も
い
つ
で
も
行
け
る
と

こ
ろ
」「
も
う
一
度
、
何
度
で
も

行
き
た
く
な
る
と
こ
ろ
」「
楽
し

み
が
あ
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
３
本

の
柱
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
よ

う
に
、
松
ケ
原
の
住
民
の
居
場
所

と
し
て
、
ま
た
市
内
外
か
ら
の
来

場
者
を
受
け
入
れ
る
場
と
し
て
機

能
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
に

は
、
地
図
上
、
行
政
上
の
境
界
は

あ
っ
て
も
、
住
民
の
日
々
の
営
み

に
は
境
界
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
場
所
の

選
定
も
簡
単
に
は
決
ま
ら
ず
、
７

割
近
い
人
が
賛
成
し
て
く
れ
た
一

方
、
実
現
す
る
の
は
時
期
尚
早
と

い
う
声
も
あ
っ
た
と
平
野
さ
ん
は

振
り
返
り
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ

で
さ
え
高
齢
化
が
進
む
中
「
今
や

ら
な
け
れ
ば
！
今
を
逃
し
た
ら
で

き
ん
よ
」
と
気
持
ち
を
奮
い
立
た

せ
ま
し
た
。
中
本
会
長
か
ら
も
住

民
を
ま
と
め
て
い
く
に
は
、
自
治

会
組
織
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
が

必
要
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。「
あ
る
一
部
の
有
志
だ
け
が

頑
張
っ
た
だ
け
だ
っ
た
ら
、
そ
の

人
た
ち
が
い
な
く
な
っ
た
ら
終
わ

る
。〝
あ
の
人
ら
は
好
き
で
や
り

よ
る
ん
よ
ね
〞と
、他
人
事
に
な
っ

て
し
ま
う
」。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
、
自
治
会
の
臨
時
総
会
を
何

度
も
開
い
た
り
し
て
、
地
道
に
住

民
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
た

中
本
さ
ん
と
平
野
さ
ん
で
す
。

回
し
て
い
る
間
に
鮮
度
が
落
ち
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
が
弱
点
。

そ
う
思
っ
た
自
治
会
員
の
一
人
か

ら
提
案
さ
れ
た
の
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

使
っ
た
情
報
発
信
で
し
た
。

　
「
回
覧
だ
と
隣
家
に
回
し
て
し

ま
う
た
め
、
内
容
が
記
憶
に
残
り

に
く
い
。
そ
の
点
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

過
去
の
情
報
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
利

点
で
す
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
今
や
国
内
の
登
録
者
数
は
９
５

０
０
万
人
と
言
わ
れ
、
年
齢
層
も

幅
広
い
媒
体
で
す
。
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
取
得
し
、
新
町
１
丁
目

自
治
会
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
始
め

た
の
が
令
和
３
年
11
月
。

現
在
で
は
自
治
会
加
入

世
帯
数
の
約
半
数
が

登
録
し
て
く
れ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

当
初
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使

え
な
い
人
か
ら
「
わ
し
ら
を
置
い

て
行
く
つ
も
り
か
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ス
面
を
説

明
し
、
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

も
手
伝
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
印
刷
し
た
チ
ラ
シ
を
配
り
普

及
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

情
報
は
取
捨
選
択

　
し
か
し
、無
料
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、

配
信
で
き
る
限
度
数
２
０
０
通
ま

で
と
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
者

数
が
増
え
て
き
た
今
年
度
か
ら
自

治
会
は
配
信
で
き
る
数
が
多
い
有

料
ア
カ
ウ
ン
ト
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
何
で
も

か
ん
で
も
発
信
す
る
の
で
は
な

く
、
新
町
の
住
民
に
と
っ
て
有
益

と
思
わ
れ
る
情
報
を
取
捨
選
択
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
「
今
は
情
報
発
信
の
管
理
は
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
提
案
し
た
自
治

会
員
一
人
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
自
治
会
に

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報

発
信
の
部
署
を
設
け
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
で
な
い
と
継
続
性
が
保
て

な
く
な
る
」。
そ
う
考
え
て
い
る

嘉
屋
さ
ん
で
す
。

　
「
昨
年
の
断
水
の
と
き
に
、
高

齢
者
に
水
を
届
け
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
が
困
っ

た
と
き
に
心
配
し
て
く
れ
た
り
、

助
け
合
っ
た
り
す
る
。
自
治
会
は

何
か
が
起
き
た
と
き
に
、
そ
う
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

自
治
会
の
存
在
が
問
わ
れ
て
い
る

今
、
嘉
屋
さ
ん
は
、
そ
う
力
を
込

め
ま
し
た
。

コミュニティの現在地。

11月16日　『こぶしの里松ケ原』３周年イ
ベントでは、野菜の売り出しを待つ来場者
の行列が。（詳しくは１月号に掲載します）

イベント開催前に
は、みんなでポール
ウォーキング。

２
つ
の
市
の
住
民
が
暮
ら
す
地
区

　
Ｊ
Ｒ
玖
波
駅
か
ら
県
道
大
竹
湯

来
線
を
車
で
約
10
分
。
標
高
約
２

０
０
ｍ
に
位
置
す
る
静
か
な
里
、

そ
こ
が
松
ケ
原
地
区
で
す
。
行
政

区
分
で
は
大
竹
市
の
飛
び
地
と

な
っ
て
お
り
、周
囲
は
廿
日
市
市
。

し
か
し
、
そ
の
境
界
は
見
た
目
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、
大

竹
市
と
廿
日
市
市
の
住
民
が
共
存

す
る
珍
し
い
地
区
。
大
竹
市
側
は

１
４
０
世
帯
、
廿
日
市
市
側
は
34

世
帯
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
松
ケ
原
自
治
会
は
、
両
方
の
地

区
の
住
民
が
加
入
し
て
お
り
、
共

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

松
ケ
原
町
自
治
会
と
称
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
竹
市
の
住
所
名
で
あ

る
「
町
」
の
文
字
を
取
る
よ
う
に

規
約
を
改
正
。
廿
日
市
市
大
野
第

11
区
の
住
民
と
の
一
体
感
を
持
て

る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
現
在
の
自
治
会
長
は
中
本

春
一
さ
ん
、
副
会
長
に
は
11
区
の

区
長
を
務
め
る
平
野
早
百
合
さ
ん

が
就
い
て
い
ま
す
。

　

山
里
で
あ
る
松
ケ
原
地
区
は
、

ご
多
分
に
漏
れ
ず
高
齢
化
と
人
口

減
少
の
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
衰
退
し
て
い
く

と
い
う
危
機
感
を
持
っ
た
自
治
会

と
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

自
治
会
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
普
及

　
世
帯
数
約
４
０
０
、
そ
の
う
ち

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
の
が
、

お
よ
そ
３
０
０
世
帯
弱
と
い
う
新

町
１
丁
目
自
治
会
。
地
区
内
に
は

ア
パ
ー
ト
住
ま
い
の
単
身
者
も
多

く
、
入
れ
替
わ
り
な
ど
も
あ
る
こ

と
も
未
加
入
世
帯
が
あ
る
要
因
で

は
な
い
か
と
嘉
屋
さ
ん
は
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
自
治
会
は
、
住
民
に
情
報
を
届

け
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
新
町
１
丁
目
で
は
、
未

加
入
世
帯
に
も
市
の
広
報
紙
や
市

議
会
だ
よ
り
、
そ
の
ほ
か
の
回
覧

な
ど
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
回
覧
板
で
伝
え
る
情
報
は
、

班
に
よ
っ
て
は
世
帯
数
が
多
く
、

情報発信にＬＩＮＥ活用。
―回覧板と併用でコミュニケーションづくり―

新町１丁目自治会

﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
効
果
を
実
感
し
た
の

が
、
昨
年
の
断
水
の
と
き
で
し
た
。

井
戸
の
場
所
の
情
報
を
流
し
た
途

端
、行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
﹂。新

町
１
丁
目
自
治
会
長
の
嘉
屋
直
昌

さ
ん
は
驚
い
た
と
い
い
ま
す
。

地図の上には境界はあるが、
日 の々暮らしに境界はない。
―こぶしの里に咲く自治会活動―

松ケ原自治会

松ケ原集会所で毎週土曜日の朝10時から催される『こぶ
しの里松ケ原』。新鮮な野菜や果物、食品加工品、手づく
りの雑貨などを求める人でにぎわっていました。この直
売所を立ち上げた自治会の思いと情熱を紹介します。
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「自治会に入って何のメリットがあるのか」。加入勧誘に伺うと耳にする言葉だといい
ます。確かにメリットは見えにくく、デメリットは感じやすいことかもしれません。
しかし、地域コミュニティとは、メリット、デメリットで判断するものなのでしょう
か。これは人それぞれの考え方があり、強制するものではありません。ただ、見えに
くい自治会のメリットの「見える化」に努めていくことも、地域の人の理解や協力を
得ていくためには、重要となってくるといえます。職場や学校、趣味の仲間などを越
えて、同じ地域の幅広い世代の人を包括し交流する団体というのは、今は自治会しか
ありません。自治会は誰のものでもなく、そこに住まう自分たちのものであることを
思い、持続可能な自治会をめざして、もう一度考えるきっかけになればと思います。

（自治会連合会、自治会についての問い合わせは、自治振興課　☎ 59-2142）

ページ数の増えた今月号。広報紙の仕分け、配布の
皆さん、大変ですがよろしくお願いいたします。

コミュニティの現在地。
　

猛
暑
が
続
い
た
今
年
の
夏
。

玖
波
８
丁
目
の
公
園
で
は
、
毎

年
恒
例
の
納
涼
祭
の
準
備
を
す

る
人
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

男
性
は
、
テ
ン
ト
を
張
っ
た
り
、

や
ぐ
ら
を
組
ん
だ
り
し
て
汗
を

流
し
ま
す
。
女
性
は
集
会
所
で
、

屋
台
で
振
る
舞
う
焼
き
そ
ば
や

カ
レ
ー
の
下
ご
し
ら
え
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夕
刻
、
公
園
は
地
元
住
民
や

帰
省
し
た
子
や
孫
、
そ
れ
に
ほ

か
の
地
区
か
ら
の
来
場
者
で
、

に
ぎ
わ
い
始
め
ま
す
。
射
的
や

ボ
ー
ル
す
く
い
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
。『
大

竹
音
頭
』
の
曲
が
か
か
る
と
、

や
ぐ
ら
の
周
り
は
踊
り
の
輪
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
は
抽
選
会

も
行
わ
れ
大
盛
況
。

　

納
涼
祭
は
玖
波
８
丁
目
の
団

地
が
で
き
て
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
、
台
風
や
コ

ロ
ナ
で
中
止
し
た
の

を
挟
み
、
今
年
で
31
回

目
を
数
え
る
と
自
治

会
長
の
高
木
秀
生
さ

ん
は
い
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
に
無
理
を
言
っ
て

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

若
い
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
る
行

事
な
の
で
、
な
じ
み
も
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
納

涼
祭
を
楽
し
み
に
し
て
、
団
地

を
離
れ
た
子
ど
も
が
孫
を
連
れ

て
帰
っ
て
来
て
く
れ
ま
す
」
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
高
木
さ
ん
で

す
。

　

秋
の
祭
り
に
は
、
こ
ど
も
み

こ
し
も
団
地
内
を
練
り
歩
き
、

冬
に
は
、
防
災
の
炊
き
出
し
訓

練
も
兼
ね
た
餅
つ
き
大
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
団
地
だ
っ
た
の
で
、

皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
移
り
住
ん
で
来
て
お
り
、
同

じ
よ
う
な
立
場
で
し
た
。
そ
れ

で
団
結
力
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
新
た
に
引
っ
越
し
て

来
ら
れ
た
方
も
自
治
会
に
入
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
」。
役
員
は
苦

労
も
あ
る
け
れ
ど
、
皆
の
喜
ぶ

姿
も
見
ら
れ
る
。
そ
ん
な
表
情

の
高
木
さ
ん
で
し
た
。

納
涼
祭
で
団
結
力
発
揮
。

玖
波
８
丁
目
自
治
会
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健
全
化
判
断
比
率
に
よ
る
現
状

　
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
す

る
﹁
実
質
赤
字
比
率
﹂﹁
連
結
実

質
赤
字
比
率
﹂﹁
実
質
公
債
費
比

率
﹂﹁
将
来
負
担
比
率
﹂
の
４
つ

の
指
標
は
︑全
て﹁
健
全
﹂で
し
た
︒

(

　)

内
は
昨
年
度
の
数
値
で
す
。

﹁
実
質
赤
字
比
率
﹂

　
早
期
健
全
化
基
準　
13
・
79
％

　
財
政
再
生
基
準　
20
％

　
単
年
度
の
収
支
に
お
け
る
︑
普

通
会
計
の
歳
出
超
過
の
割
合
を
示

し
ま
す
︒

　
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹁
連
結
実
質
赤
字
比
率
﹂

　
早
期
健
全
化
基
準　
18
・
79
％

　
財
政
再
生
基
準　
30
％

　
単
年
度
の
収
支
に
お
け
る
普
通

会
計
と
公
営
事
業
会
計
を
含
め
た

会
計
全
体
の
歳
出
超
過
の
割
合
を

示
し
ま
す
︒

　
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹁
実
質
公
債
費
比
率
﹂

　
13
・
０
％
︵
13
・
５
％
︶

　
早
期
健
全
化
基
準　
25
％

　
財
政
再
生
基
準　
35
％

　
標
準
的
な
税
収
な
ど
に
対
す
る

借
入
金
の
返
済
な
ど
の
割
合
を
３

年
度
の
平
均
値
で
示
し
ま
す
︒

　
前
年
度
と
比
べ
る
と
︑
普
通
交

付
税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
改
善
し

ま
し
た
︒

﹁
将
来
負
担
比
率
﹂

　
91
・
４
％
︵
１
２
３・１
％
︶

　
早
期
健
全
化
基
準　
３
５
０
％

　
財
政
再
生
基
準　
設
定
な
し

　

標
準
的
な
税
収
な
ど
に
対
す

る
︑
普
通
会
計
と
公
営
事
業
会
計

に
第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
純
負
債
を

加
え
た
負
債
が
ど
の
程
度
あ
る
か

を
示
し
ま
す
︒

　
前
年
度
と
比
べ
る
と
普
通
交
付

税
の
増
加
や
基
金
の
増
加
な
ど
に

よ
り
改
善
し
ま
し
た
︒

　
令
和
６
年
度
上
半
期
︵
４
月
~

９
月
︶
の
︑
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
予
算
執
行
状
況
︵
９
月
30
日

現
在
︶
は
︑
表
の
と
お
り
で
す
︒

グラフ2 グラフ1

会　　計 歳　　入 歳　　出 差 引 額

一般会計
福祉や教育、道路
整備など市の運営
の中心となる会計

173億8,261万円 168億465万円 5億7,796万円

特別会計
特定の事業
について特
定の歳入を
もって行う
会計

国民健康保険 30億4,173万円 30億3,599万円 574万円

漁業集落排水 6,342万円 5,916万円 426万円

農業集落排水 4,138万円 4,097万円 41万円

港湾施設管理受託 8,052万円 5,406万円 2,646万円

土地造成 2億1,039万円 9億2,333万円 △7億1,294万円

介護保険 27億7,845万円 27億6,209万円 1,636万円

後期高齢者医療 5億3,244万円 5億3,002万円 242万円

表2   令和５年度会計別決算額

表3   令和６年度上半期の財政状況
　　　　（繰越分を含みます）

　令和６年度上半期（４月～９月）の、一般会計・
特別会計の予算執行状況（９月30日現在）は、
表のとおりです。

会　　計
予 算 現 額

歳入状況 歳出執行状況

一般会計
190億2,670万円

41.9％ 30.7％

特別会計

国民健康保険
33億4,571万円

34.0％ 33.0％

港湾施設管理受託
8,191万円

62.9％ 33.7％

土地造成
15億1,346万円

0.9％ 56.1％

介護保険
29億4,713万円

39.1％ 38.0％

後期高齢者医療
6億1,324万円

30.7％ 41.3％

地方
交付税
13.4％

市税
30.1％

繰入金  4.2％ 

繰越金
3.9％ 

財産収入・寄付金  5.8％

国庫支出金
16.7％

その他国や県からの交付金  4.8％県支出金  4.7％
市債  5.3％

諸収入
   8.2％

議会費  1.0％

歳入総額
173億8,261万円

歳出総額
168億465万円

分担金および
負担金
0.7％

使用料および
手数料
1.7％

地方譲与税
0.5％

総務費
19.7％

民生費
29.0％

衛生費  5.9％

労働費  0.7％

商工費  1.6％

農林水産業費
1.9％ 土木費

15.6％
消防費  3.4％

教育費
10.1％

災害復旧費
0.5％

公債費
10.6％

（単位：億円） 全会計借入金残高の推移

H24 25 26 27 28 29 30 R 元 2 3 4 5

残

　高

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

一般会計
土地造成特別会計
水道事業会計
工業用水道事業会計

公共下水道事業会計
農業・漁業集落排水特別会計
土地開発公社

421 410 398 386 378 370 366 359 370 366 359
350
億円

※土地開発公社の岩国大竹道路関連特別会計は除きます。

１
億
５
千
万
円
を
積
み
立
て

　

令
和
５
年
度
に
一
般
会
計
に

入
っ
て
き
た
お
金
︵
歳
入
︶
と
︑

使
っ
た
お
金
︵
歳
出
︶
と
の
差
し

引
き
は
︑
５
億
７
７
９
６
万
円
で

す
︒
令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い

た
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
な
ど
を

翌
年
度
に
行
う
こ
と
に
な
り
︑
そ

の
事
業
に
必
要
な
財
源
３
億
２
４

０
７
万
円
を
差
し
引
い
た
２
億
５

３
８
９
万
円
が
令
和
５
年
度
に

残
っ
た
お
金
で
す
︒
こ
の
う
ち
︑

１
億
５
０
０
０
万
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
︒

借
入
金
残
高
９
億
円
減
少

　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
な
ど
の

大
規
模
事
業
を
行
う
た
め
の
財
源

と
し
て
︑
市
債
︵
借
入
金
︶
を
発

行
し
て
い
ま
す
︒借
入
金
残
高
は
︑

一
般
会
計
や
土
地
造
成
特
別
会
計

で
減
少
す
る
な
ど
︑
全
会
計
の
借

入
金
残
高
は
︑
３
５
９
億
円
か
ら

３
５
０
億
円
に
減
少
し
て
い
ま
す
︒

︻
用
語
解
説
︼

　
財
政
調
整
基
金
︙
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の

貯
蓄
︒
財
源
が
不
足
し
た
年
度
は

取
り
崩
し
︑黒
字
決
算
の
場
合
は
︑

剰
余
金
の
半
分
以
上
を
積
み
立
て

ま
す
︒

歳出
内　訳 決算額

民生費
生活保護や児童・高齢者などの経費

48億8,053万円
（43億7,502万円）

総務費
市の全般的な管理事務経費、支所、選挙などの経費

33億1,478万円
（31億1,229万円）

土木費
道路、河川、港湾、市営住宅、公園などの経費

26億1,545万円
（34億3,270万円）

公債費
過去の借入金の返済金

17億6,524万円
（18億4,741万円）

教育費
小・中学校の運営や社会教育などの経費

16億9,626万円
（13億395万円）

衛生費
衛生的な生活環境を守るための経費

9億9,322万円
（10億9,187万円）

消防費
消防・救急業務や災害対策の経費

5億6,824万円
（4億7,843万円）

農林水産業費
農林業や水産業の振興などの経費

3億2,645万円
（2億605万円）

商工費
商工業の振興や観光宣伝などの経費

2億6,298万円
（4億5,584万円）

議会費
議会の活動にかかる経費

1億7,169万円
（1億7,001万円）

労働費
労働者の生活安定や福利増進事業などを行うための経費

1億2,005万円
（1億2,000万円）

災害復旧費
災害復旧にかかる経費

8,976万円
（8,124万円）

総　額 168億465万円
（166億7,481万円）

形式収支（歳入決算額－歳出決算額） 5億7,796万円

令和６年度へ繰り越した財源 3億2,407万円

実質収支
（形式収支－令和６年度へ繰り越した財源） 2億5,389万円

歳入
内　訳 決算額

市税
市民税や固定資産税など

52億3,859万円
（52億3,351万円）

国庫支出金
特定の目的のために国から交付されたお金

28億9,520万円
（32億7,645万円）

地方交付税
市の財政力などに応じて国から交付されたお金

23億3,686万円
（21億6,622万円）

諸収入
他の収入科目に含まれない収入（貸付金元金収入など）

14億2,671万円
（10億6,953万円）

財産収入・寄付金
土地売払収入、寄付金など

10億1,547万円
（6億2,383万円）

市債
大きな事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金

9億2,382万円
（14億2,353万円）

その他国や県からの交付金
消費税のうち一定割合で交付された地方消費税交付金など

8億2,820万円
（8億3,176万円）

県支出金
特定の目的のために県から交付されたお金

8億1,659万円
（7億7,011万円）

繰入金
基金繰入金など

7億3,024万円
（4億1,869万円）

繰越金
前年度から持ち越したお金

6億8,474万円
（11億1,964万円）

使用料および手数料
市営住宅使用料、ごみ・し尿処理手数料、各施設の使用料など

2億8,907万円
（2億7,157万円）

分担金および負担金
保育料、養護老人ホーム入所者負担金など

1億1,807万円
（1億2,628万円）

地方譲与税
国が徴収した税の一部を一定割合で譲与されたお金

7,905万円
（7,843万円）

総　額 173億8,261万円
（174億955万円）

※（　）内は前年度決算額

表1

令和５年度

決算公表
一般会計
歳入173.8億円
歳出168.0億円

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2121

決算は、私たちが納めた税金や国・県から
の補助金などのお金の使い方をまとめた
ものです。市議会に提案した各会計の決
算額は、表のとおりです。

※土地開発公社の岩国大竹道路関連特別会計は除きます。

福沢諭吉像
（大分県中津市）

渋沢栄一像
（埼玉県深谷市）
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水
道
事
業
︑
公
共
下
水
道
事
業

お
よ
び
工
業
用
水
道
事
業
は
︑
地

方
公
営
企
業
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
採
算
で
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
令
和
５
年
度
の
収
益
的
収
支
で

は
︑
水
道
事
業
会
計
で
約
１
０
０

万
円
の
黒
字
︑
公
共
下
水
道
事
業

会
計
で
約
１
億
２
０
０
０
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
︒
し
か
し
な

が
ら
︑
人
口
の
減
少
な
ど
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
で
︑
老
朽
化
し
た
設
備
・
管

路
の
更
新
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
︑
年
々
経
営
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
︒

　
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
収
益

的
収
支
で
は
︑
約
１
億
１
０
０
０

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
︑

企
業
債
の
償
還
が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
︒

　
令
和
５
年
度
は
︑
３
事
業
会
計

と
も
黒
字
を
維
持
し
て
い
ま
す

が
︑
物
価
高
騰
や
電
気
料
金
の
値

上
げ
な
ど
に
伴
い
︑
経
費
は
増
大

傾
向
に
あ
り
ま
す
︒
よ
り
一
層
の

経
営
健
全
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　
水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事
業
・

公
共
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和
５

年
度
決
算
書
な
ど
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
︒

水道事業・公共下水道事業・工業用水道事業
令和５年度 決算
―収支は横ばい。より一層の経営健全化に努めます―

問い合わせ　上下水道局業務課　☎59-2193

（4）安全・安心
事業名 事業概要 事業費

水槽付き消防ポンプ自動車整備事業 消防力を強化させ市民の安心安全を守るため、防衛省の防衛施設周辺民生安定施設整備
事業補助金を活用して、水槽付き消防ポンプ自動車を整備しました。 8,085万円

急傾斜地崩壊対策事業 市内の急傾斜地崩壊危険箇所について、宅地背面の崖面崩壊を防ぐための擁壁設置な
どの斜面崩壊防止対策工事および測量設計を実施しました。 3,653万円

（5）健康・福祉
事業名 事業概要 事業費

こども医療費助成事業

こどもの健やかな成長を支えるため、こどもの医療費に係る自己負担分の一部を助成しました。
県の補助制度に準じて未就学児の入院・通院に対して助成を行うとともに、市独自の制度とし
て、県の補助制度対象外である、保護者の所得が基準を超える未就学児や、令和５年９月末ま
では就学児から中学校卒業までのこどもだった対象者を、10月１日からは満18歳に到達した日
以降の最初の３月31日までのこどもに拡充し、入院・通院に対しても助成を行っています。

6,913万円

地域福祉担い手育成事業
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、地域福祉を推進するための事業を実施しまし
た。令和５年度は、10月に社会福祉法人大竹市社会福祉協議会、医療法人社団知仁会、市の三者で包括連
携協定を締結し、どこに行っていいかわからないときに行く相談窓口「まるっと大竹」を開設しました。

2,321万円

（6）自治・行政運営
事業名 事業概要 事業費

地域活動促進事業

住みよい地域社会づくりのため、自治会の運営および活動拠点である地区集会所の改修等の支
援、単位自治会等の運営を支援するための補助金の交付や、自治会を通じて市民に広報などの
配布を行いました。また、地域の連帯を深め、住みよい地域社会の形成に向けて取り組むコミュ
ニティづくり推進協議会やコイ・こいフェスティバルや、宝くじの社会貢献広報事業（一般コミュ
ニティ助成事業）を活用し、コミュニティ推進団体が行う備品の整備に対して補助しました。

2,122万円

証明書コンビニ交付事業 市民サービスの向上のため、令和4年3月からマイナンバーカードを使ってコンビニエ
ンスストアで住民票の写しなどの証明書が取得できるようになりました。 720万円

市ホームページ（ホー
ム「組織から探す」→
監査事務局「監査事務
局」→業務案内「監査」
→監査の結果等）、ま
たはQRコードから検
索してください。

決算審査意見書
【公営企業会計】

市ホームページ（ホー
ム「組織から探す」→上
下水道「上下水道局」→
上下水道事業のご紹
介）、またはQRコード
から検索してください。

決算の概要

損 益 計 算 書
 (令和5年4月1日～令和6年3月31日) （単位：円）

収　　益 水 道 事 業 公共下水道事業 工業用水道事業
料 金 収 入 413,452,880 444,517,054 465,635,173
その他営業収益 12,118,306 251,790,147 126,000
営 業 外 収 益 82,537,842 290,114,828 36,470,189
そ の 他 2,120,153 1,179,914 4,280,954
収 益 合 計 510,229,181 987,601,943 506,512,316

費　　用 水 道 事 業 公共下水道事業 工業用水道事業
人 件 費 49,300,324 24,223,142 20,639,907
物 件 費 192,743,806 363,871,158 118,361,484
動 力 費 3,516,518 151,276 499,907
受 水 費 87,881,250 0 0
支 払 利 息 9,345,756 27,981,108 19,745,087
減 価 償 却 費 165,010,005 435,750,482 232,992,155
そ の 他 1,092,193 16,894,665 0
費 用 合 計 508,889,852 868,871,831 392,238,540

純 利 益 1,339,329 118,730,112 114,273,776
※消費税・地方消費税抜き

都
市
計
画
税
の
つ
か
い
み
ち

　
都
市
計
画
税
は
︑
都
市
計
画
事

業
を
行
う
た
め
の
目
的
税
で
す
︒

令
和
５
年
度
の
都
市
計
画
事
業
費

21
億
８
７
１
３
万
円
の
う
ち
︑
１

億
４
８
２
２
万
円
を
都
市
計
画
税

で
ま
か
な
い
ま
し
た
︒

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た

主
な
事
業

　
内
部
経
費
の
削
減
に
努
め
な
が

ら
︑
第
１
期
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
の
個
別
施
策
と
し
て
掲

げ
る
重
点
施
策
を
中
心
と
し
た
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒

決
算
書
を

販
売
し
て
い
ま
す

　

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
59
２
１
２
１

　

令
和
５
年
度
の
決
算
書
（
Ａ
４

版
３
０
８
ペ
ー
ジ
）
を
１
５
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
図
書
館
や
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　都市計画税は、大竹駅周辺整備事業、雨水
事業等の事業費や公債費に使われています。
※１ 　公債費（一般会計）とは、過去に一般会計にお

いて実施してきた都市計画事業（都市計画道路事
業）のために発行した地方債の元利償還金です。

※２ 　公債費（公営企業）とは、過去に公営企業会計
において実施してきた都市計画事業（公共下水道
事業）のために発行した地方債（企業債）の元利
償還金です。

※３ 　その他には、下水道使用料などが含まれます。

表4   事業実施の状況
（1）教育・文化

事業名 事業概要 事業費

大竹小学校プール建設事業 老朽化している大竹小学校と大竹中学校のプール施設を解体し、大竹小学校に児童
と生徒が共同で使用できる新たなプール施設を整備しました。 3億5,446万円

玖波地域交流施設整備事業

築50年を経過する玖波公民館を、コミュニティサロン玖波の機能を統合した地域交流
施設として新たに整備するため、施設利用者や地域住民の意見を聴きながら、コンセ
プトや規模、必要な機能などを定めた基本構想・基本計画を策定しました。令和６年
度から令和８年度にかけて設計・工事を進め、令和９年４月の供用開始を目指します。

1,155万円

（2）産業・雇用
事業名 事業概要 事業費

阿多田かき殻一時堆積場修築事業 阿多田島に設置している、かき殻一時堆積場の網の張替えおよびかき殻の流出を防
ぐための方塊ブロックを設置する修築工事を実施しました。 1,765万円

産業振興奨励事業 産業の振興のため、新たに設備投資などを行った（大企業：増加課税標準額：５億円以上、
中小企業：増加課税標準額：５千万円以上）事業者に「産業振興奨励金」を交付しました。 1,152万円

（3）生活・環境
事業名 事業概要 事業費

小方地区のまちづくり事業
「小方地区のまちづくり基本構想」の実現に向けて、鉄道事業者と新駅設置に関する協
議を行うにあたり必要な資料を作成するとともに、小方小・中学校跡地活用やJR小方新
駅設置の検討に必要な測量を実施し、小方新駅電気設備概略検討業務に着手しました。

2,565万円

大竹駅周辺整備事業

大竹市の玄関口であるJR大竹駅へのアクセスや駅周辺の回遊性の向上を図るため、駅の橋上化、東
西地区を結ぶ自由通路の整備、東西広場の改良・整備を一体的に進めています。令和５年度は、旧
駅舎・跨線橋などの解体工事を実施したほか、東口交通広場を整備し、東口ロータリーを令和６年1
月に供用開始しました。また、西口広場に隣接する市道の道路拡幅・無電柱化工事を令和４年度に
引き続いて実施するとともに、東口交通広場駐車場整備工事、西口広場整備工事に着手しました。

8億4,141万円

21億8,713万円

都市計画税
6.8％

(1億4,822万円)国県支出金
40.1％

(8億7,759万円)
地方債
35.7％

(7億8,020万円)

その他
16.2％

(3億5,414万円)
※3

一般財源
1.2％

(2,698万円)

公債費
（公営企業）

9.3％
(2億327万円)

※2

公債費（一般会計）
0.7％

(1,580万円)
※1都市計画道路

(大竹駅周辺整備事業等)
38.6％

(8億4,351万円)

公共下水道
(雨水事業)
51.4％

(11億2,455万円)

事業内訳

財源内訳

グラフ3   都市計画事業の内容
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Health Care
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

口
か
ら
の
感
染
が
ほ
と
ん
ど

ま
め
に
手
洗
い
を

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
０

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
︵
感
染

性
胃
腸
炎
︶
は
︑
例
年
冬
場
に
流
行
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
︒
子
ど
も
や
高
齢
者
は

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
︑
嘔お

う

吐と

や

下
痢
症
状
が
あ
る
方
は
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
ほ
と
ん
ど
の
場
合
︑
手
指
や
食

品
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と

に
よ
り
感
染
し
ま
す
の
で
︑
次
の
よ
う
な

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
日
々
の
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
︒

手
洗
い
の
励
行　

外
か
ら
帰
っ
た
と
き
︑

調
理
の
前
︑
食
事
の
前
︑
ト
イ
レ
の
後
に

は
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
︒

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
︑
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

に
も
有
効
で
す
︒

も
し
発
症
し
た
ら
︙

嘔
吐
物
等
の
処
理　

嘔
吐
し
た
も
の
︑
便

で
汚
れ
た
も
の
に
は
︑
直
接
素
手
で
は
触

ら
ず
︑
必
ず
換
気
を
し
な
が
ら
︑
マ
ス
ク
︑

手
袋
を
着
用
し
︑
処
理
し
ま
し
ょ
う
︒
汚

染
し
た
と
こ
ろ
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
︵
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
︶
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
︒

入
浴　

下
痢
の
あ
る
時
に
は
︑
シ
ャ
ワ
ー

だ
け
に
す
る
か
︑
入
浴
す
る
順
番
を
最
後

に
し
︑
お
尻
は
石
け
ん
を
つ
け
て
︑
て
い

ね
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
︒

そ
の
他　

吐
い
た
り
︑
下
痢
症
状
の
あ
っ

た
り
す
る
と
き
に
は
︑
タ
オ
ル
な
ど
は
他

の
人
と
共
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
︒

手
洗
い
の
方
法

　

公
益
社
団
法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら
︒

12月１日は
世界エイズデー

―エイズに関する正しい知識を―

問い合わせ　保健医療課　☎59-2140

　

毎
年
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で

す
︒
こ
の
機
会
に
︑
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
︒

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
︑
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
す
︒
エ
イ
ズ
︵
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
︶
は
︑
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と

い
う
病
気
で
す
︒
免
疫
機
能
が
低
下
し
︑

厚
生
労
働
省
が
定
め
た
23
の
合
併
症
︵
日

和
見
感
染
症
︶
の
い
ず
れ
か
を
発
症
し
た

場
合
︑
エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ
ま
す
︒

　

広
島
県
の
令
和
５
年
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
は
９
件
︑
エ
イ
ズ
患
者
は
５
件
︒
エ
イ

ズ
を
発
症
し
て
︑
初
め
て
感
染
し
て
い
た

こ
と
に
気
づ
く
﹁
い
き
な
り
エ
イ
ズ
﹂
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
た
め
︑
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合

は
︑
た
め
ら
わ
ず
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
︒
た
だ
し
︑
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
日

か
ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
な
い
と
︑
正
確

な
判
定
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

問い合わせ
県西部保健所

　検査は匿名で受けられ、プライバ
シーは厳守されます。感染に心あたり
がある方は、ためらわずにすぐ検査を
受けましょう。※検査は無料で、予約
が必要です。

☎０８２９-32-１１８１
HIV(エイズ)抗原・抗体検査
肝炎ウイルス検査
梅毒検査

申し込み
と こ ろ
と き

県西部保健所へ

予約制匿名 無料

県西部保健所  (廿日市市桜尾2-2-68)
12月18日㈬  9時～12時/13時～15時

Health Care

受診できるのは令和７年２月28日㊎まで

生活習慣病の予防
メタボをチェック
特定健診の受診はお済みですか？

問い合わせ　保健医療課　☎59-2153

集団健診　日程表
《会　　場》アゼリアおおたけ（アゼリアホール）
《受付時間》８時 30分～ 10時 30分

と　　　き 申し込み締め切り

令和７年２月 13 日（木） 令和７年１月 22 日（水）

※受付時間は 30 分ごとに区切って案内します。

特
定
健
診
と
は

　

40
~
74
歳
を
対
象
と
し
た
︑
糖
尿
病
・

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
予
防
の
た
め
︑
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
て
す
る

健
診
の
こ
と
を
言
い
ま
す
︒

健
診
は
受
け
た
後
が
大
切
！

　

特
定
健
診
の
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
︑
生
活
習
慣
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
特
定

保
健
指
導
︶
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

該
当
の
方
に
は
︑
健
診
後
に
案
内
し
ま
す
︒

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

年
に
１
回
は
必
ず
受
診
し
︑
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
︒
今
年
度
ま
だ
受
診

さ
れ
て
い
な
い
方
は
︑
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
︒

対　

象

　

40
~
74
歳
の
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者

申
し
込
み

　

個
別
医
療
機
関
︑
ま
た
は
集
団
健
診
で

受
診
で
き
ま
す
︒
集
団
健
診
の
申
し
込
み

は
電
話
と
ウ
ェ
ブ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

・
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み

　
健
診
の
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
︒

　

詳
し
く
は
５
月
下
旬
に
緑
色
の
封
筒
で

案
内
し
た
﹁
健
診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
﹂

を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

が
ん
検
診
を
一
緒
に
受
け
よ
う

　

集
団
健
診
で
は
特
定
健
診
と
同
時
に
が

ん
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
︒
が
ん
は
早
期

発
見
す
る
こ
と
で
︑
治
癒
率
も
高
ま
り
ま

す
︒﹁
健
診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
﹂
と

一
緒
に
今
年
度
受
診
で
き
る
が
ん
検
診
の

受
診
券
を
同
封
し
て
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
︒

予約専用
コールセンター

フリーダイヤル

0120-489-087
※9時～17時

（土・日曜日、祝日を除く）

広島ドラゴンフライズ  ヘッドコーチ　朝山正悟さん

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
予
約

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
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特
定
疾
病
療
養
受
療
証

　

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
は
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
す
る
場
合
で
も
︑
併
せ
て
提
示

が
必
要
で
す
︒

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
方
は
資
格
確

認
書
に
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

公
費
の
医
療
受
給
者
証

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
場
合
で

も
︑
こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
は
じ
め
と
す

る
公
費
の
医
療
受
給
者
証
は
︑
引
き
続
き

提
示
が
必
要
で
す
︒

マ
イ
ナ
保
険
証
Ｑ
＆
Ａ

Q
﹃
マ
イ
ナ
保
険
証
﹄
っ
て
な
に

Ⓐ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
利
用
登
録

し
た
も
の
で
す
︒

Q 
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の

Ⓐ 

マ
イ
ナ
保
険
証
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
︒

○
 

情
報
共
有
に
同
意
す
れ
ば
異
な
る
医
療

機
関
や
薬
局
間
で
の
情
報
共
有
が
で
き

る
た
め
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
︒

○
 

手
続
き
な
し
で
限
度
額
を
超
え
る
一
時

的
な
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す
︒

Q
紙
の
健
康
保
険
証
は
使
え
な
く
な
る
の

Ⓐ 

現
在
お
持
ち
の
紙
の
健
康
保
険
証
は
有

効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
︒

　

 

ま
た
︑
有
効
期
限
が
令
和
７
年
７
月
31

日
の
方
に
は
︑
令
和
７
年
７
月
下
旬
に

﹁
資
格
確
認
書
﹂
ま
た
は
﹁
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
﹂
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

Q 
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の

Ⓐ 

医
療
機
関
の
窓
口
で
は
﹁
マ
イ
ナ
保
険

証
﹂︑﹁
資
格
確
認
書
﹂︑
ま
た
は
有
効

期
限
内
の
﹁
健
康
保
険
証
﹂
の
い
ず
れ

か
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
︒

Q 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

Ⓐ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ
ナ
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
に
は
利
用
登
録
が

必
要
で
す
︒
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

４
桁
の
暗
証
番
号
を
準
備
し
︑
い
ず
れ

か
の
方
法
で
利
用
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
︒

︻
利
用
登
録
方
法
︼

○
 

医
療
機
関
︑
薬
局
の
受
付
に
あ
る
顔
認

証
付
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
行
う
︵
暗
証

番
号
不
要
︶

○
 

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
﹁
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
﹂
の
ア
プ
リ
か
ら
行
う

○

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
行
う

○

市
役
所
本
庁
⑧
番
窓
口
で
行
う

※
各
支
所
で
は
で
き
ま
せ
ん

Q 
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た

け
ど
︑
紙
の
健
康
保
険
証
︵
資
格
確
認

書
︶
も
欲
し
い

Ⓐ 

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
を
し

て
い
る
方
に
は
︑
原
則
︑
健
康
保
険
証

の
代
わ
り
と
な
る
︑﹁
資
格
確
認
書
﹂
は

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
︒

　

 

た
だ
し
︑
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が

困
難
な
方
な
ど
事
情
に
よ
っ
て
は
﹁
資

格
確
認
書
﹂
の
発
行
が
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
︑
相
談
し
て
く
だ
さ
い
︒

Q 
マ
イ
ナ
保
険
証
は
健
康
保
険
が
変
わ
っ

た
と
き
に
手
続
き
は
必
要
な
の

Ⓐ 
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
に
変

わ
っ
た
と
き
や
︑
社
会
保
険
か
ら
国
民

健
康
保
険
に
変
わ
っ
た
と
き
に
は
手
続

き
が
必
要
で
す
︒

　

 

た
だ
し
︑
健
康
保
険
が
変
わ
る
た
び
に
︑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
紐

付
け
の
作
業
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を
解
除
し
た
い

Ⓐ 

マ
イ
ナ
保
険
証
は
利
用
登
録
の
解
除
が

可
能
で
す
︒
利
用
登
録
の
解
除
を
し
た

い
方
は
︑
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
方

︻
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︼

☎
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８

︵
音
声
案
内
⑤
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
︶

電
話
受
付
時
間

平
日

　
９
時
30
分
~
20
時

土
・
日
曜
日
︑
祝
日

　
９
時
30
分
~
17
時
30
分

【厚生労働省
 ウェブサイト】

　

12
月
２
日
か
ら
︑
紙
の
健
康
保
険
証
の

交
付
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
︑
市
の
福

祉
医
療
①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
︑
②
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
︑
③
こ
ど
も
医
療
︑

④
精
神
障
害
者
医
療
の
各
申
請
に
必
要
な

も
の
が
変
わ
り
ま
す
︒

﹁
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

資
格
情
報
が
分
か
る
も
の
﹂
へ

　

認
定
申
請
や
償
還
払
い
申
請
の
際
に
必

要
な
も
の
が
﹁
健
康
保
険
証
﹂
か
ら
次
の

よ
う
な
﹁
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
資

格
情
報
が
分
か
る
も
の
﹂
に
変
わ
り
ま
す
︒

○

有
効
期
限
内
の
健
康
保
険
証

○

資
格
確
認
書

○

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

○
 

健
康
保
険
証
利
用
登
録
を
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
︵
マ
イ
ナ
保
険
証
︶

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
場
合
は
市
役

所
⑧
番
窓
口
の
み
対
応
可
能
で
す
︒
顔

認
証
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
４
桁

の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
︒

　
そ
の
他
︑
健
康
保
険
の
資
格
情
報
が
分
か

る
も
の
が
あ
る
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
︒

紙
の
健
康
保
険
証
交
付
終
了
に
よ
り

福
祉
医
療
制
度
の
申
請
に

必
要
な
も
の
が
変
わ
り
ま
す
―

　

問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

　

12
月
２
日
か
ら
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
利
用
を
基
本
と
す
る
仕

組
み
に
変
わ
る
た
め
︑
従
来
の
紙
の
健
康

保
険
証
が
交
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
︒

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
マ
イ
ナ

保
険
証
︵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
利
用
登
録
し
た
も
の
︶
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
︒

※ 

従
来
の
紙
の
健
康
保
険
証
も
有
効
期
限

ま
で
は
使
用
で
き
ま
す
︒

﹁
資
格
確
認
書
﹂
と

﹁
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
﹂

　

12
月
２
日
以
降
︑
次
に
該
当
す
る
方
に

は
︑
紙
の
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に
﹁
資

格
確
認
書
﹂
ま
た
は
﹁
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
﹂
が
交
付
さ
れ
ま
す
︒

○
 

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

○
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
70
歳
に
到

達
し
た
方

○
 

住
所
変
更
な
ど
で
健
康
保
険
証
の
記
載

事
項
が
変
更
と
な
っ
た
方

○

健
康
保
険
証
を
紛
失
し
た
方　
な
ど

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
方
は
︑
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
高
額
療
養
費
制

度
の
利
用
に
同
意
す
れ
ば
︑
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
︵
以
下
︑
認
定

証
︶
は
不
要
に
な
り
ま
す
︒

※ 
非
課
税
世
帯
で
長
期
入
院
︵
90
日
以
上

の
入
院
︶
に
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　

な
お
︑
12
月
２
日
以
降
の
認
定
証
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

︻
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
方
︼

　

12
月
２
日
以
降
︑
新
た
な
認
定
証
は
交

付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
︒
マ
イ
ナ
保
険
証

を
利
用
し
な
い
方
に
は
︑
申
請
す
る
と
認

定
証
の
代
わ
り
に
負
担
区
分
を
併
記
し
た

資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
︒

※ 

現
在
の
認
定
証
は
︑
有
効
期
限
ま
で
使

用
で
き
ま
す
︒

︻
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
︼

　

12
月
２
日
以
降
も
申
請
す
る
と
︑
認
定

証
を
交
付
し
ま
す
︒
認
定
証
に
は
有
効
期

限
が
あ
る
た
め
︑
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

し
な
い
方
は
毎
年
︑
申
請
が
必
要
で
す
︒

※ 

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
方
は
認
定
で
き

ま
せ
ん
︒

12月２日から
紙の健康保険証が
交付されなくなります―
◦後期高齢者医療被保険者証
◦国民健康保険被保険者証
◦国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2141

高
額
療
養
費
の
外
来
年
間
合
算
と
は

　

年
間
を
通
し
て
︑
高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
て
い
る
方
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う

に
︑
自
己
負
担
限
度
額
の
上
限
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

対　

象

　
﹁
基
準
日
﹂
に
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
区
分
が
﹁
一
般
﹂
ま
た
は
﹁
低

所
得
﹂に
属
す
る
70
歳
以
上
の
方︵
注
︶で
︑

﹁
計
算
期
間
﹂
に
お
け
る
外
来
診
療
の
自

己
負
担
額
の
合
計
額
が
﹁
年
間
上
限
額
﹂

を
超
え
る
方

基
準
日　
令
和
６
年
７
月
31
日

計
算
期
間

　

令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
７

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

年
間
上
限
額　
14
万
４
千
円

申
請
手
続
き
の
有
無

○
 

基
準
日
に
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

　

対
象
者
に
は
12
月
中
旬
以
降
︑
市
か
ら

申
請
案
内
を
送
る
予
定
で
す
︒

※ 

月
間
の
高
額
療
養
費
の
申
請
が
不
要
に

な
っ
て
い
る
方
は
︑
申
請
が
必
要
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
︒

○
 

基
準
日
に
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方

　

高
額
療
養
費
の
口
座
登
録
済
み
の
方
は

手
続
き
不
要
で
す
︒
口
座
登
録
を
し
て
い

な
い
方
に
は
12
月
に
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
申
請
案
内
が
送
ら
れ
ま
す
︒

申
請
案
内
が
届
い
た
ら

　

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
︑
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
︒
令
和
５
年
８
月
１
日
以

降
に
市
外
か
ら
転
入
し
た
方
な
ど
︑
令
和

６
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入
し
て
い
た
保

険
者
以
外
の
医
療
保
険
が
対
象
期
間
中
に

あ
る
場
合
︑
案
内
が
な
く
て
も
支
給
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
対
象
期
間

の
領
収
書
な
ど
で
︑
申
請
対
象
と
な
る
か

を
確
認
し
︑
保
健
医
療
課
︑
ま
た
は
令
和

６
年
７
月
31
日
時
点
の
医
療
保
険
者
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
︒

︵
注
︶
自
己
負
担
限
度
額
区
分

○
 

﹁
一
般
﹂
70
歳
以
上
の
方
の
住
民
税
課

税
所
得
が
︑
１
４
５
万
円
未
満
の
世
帯

に
所
属
す
る
方︵﹁
低
所
得
﹂区
分
除
く
︶

○
 

﹁
低
所
得
﹂
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
方

高額療養費
「外来年間合算」の申請

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2141
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弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
『
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

は
、
全
国
の
ダ
ム
所
在
市
町
村
が
、
ダ
ム
と

そ
の
周
辺
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
連
携
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年

か
ら
始
ま
っ
た
全
国
初
の
ダ
ム
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
８
月
10
日
、

11
日
と
２
日
間
、
弥
栄
湖
周
辺
（
大
竹
会

場
と
美
和
会
場
）
で
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、「
ダ
ム
湖

の
活
用
と
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
人
気
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
の
忍
者
、
演
歌
歌
手
の
尾
形
大
作

と
金
田
た
つ
え
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
花
火
大

会
な
ど
が
あ
っ
た
。
大
竹
駅
と
会
場
を
結

ぶ
臨
時
バ
ス
が
30
分
間
隔
で
運
行
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
楽
し
ん
だ
。

　

平
成
４（
１
９
９
２
）年
か
ら
は
、
終
日

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
湖
水
で
は
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
大
会
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
教
室
、

水
上
バ
イ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

が
、
湖
畔
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
午
後
８
時
か
ら
は

湖
面
を
彩
る
花
火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
な

ど
毎
年
、
弥
栄
湖
周
辺
で
行
わ
れ
る
定
番
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
っ
た
。

生
活
に
果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
62
（
１
９
８
７
）
年
度
か
ら
国
土
交
通

省
お
よ
び
林
野
庁
が
毎
年
７
月
21
日
か
ら

31
日
ま
で
を
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

と
し
て
定
め
、
こ
の
旬
間
で
、
全
国
の
管

理
ダ
ム
を
中
心
に
、
ダ
ム
見
学
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
全
国
行
事
で
あ
る
。

　
『
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
ス
タ
ー
ト
し
て
９
年
目
と
な
る
平
成
10

（
１
９
９
８
）
年
か
ら
は
、
少
し
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
刷
新

し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣

り
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ミ
ッ
ク
ス
・
ダ
ブ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
が
新
し
く
加
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

（
ボ
ー
ト
競
技
）な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
、

一
般
に
は
な
じ
み
が
薄
く
、
次
第
に
来
場

者
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
実
行

委
員
会
内
部
で
も
費
用
対
効
果
が
議
論
さ

れ
る
な
ど
、財
政
的
に
厳
し
い
時
代
と
な
っ

て
き
た
。
そ
し
て
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
に
、「
弥
栄
湖
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
つ
い
に
廃
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
か
ら
は
岩
国
市
美
和
町
を
主
な
会
場

に
し
て
、
新
し
く
『
弥
栄
湖
サ
マ
ー
ピ
ク

ニ
ッ
ク
』
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
運
営
さ
れ

た
が
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
た
。

森
と
湖 

弥
栄
湖
フ
ェ
ス
タ

　

ま
た
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
７
月

27
日
〜
28
日
に
は
『「
森
と
湖
に
親
し
む

つ
ど
い
』
と
し
て
、『
森
と
湖 

弥
栄
湖
フ
ェ

ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
た
。『
森
と
湖
に
親

し
む
つ
ど
い
』
と
は
、
国
民
が
森
林
や
湖

に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森
林
や
ダ
ム
な
ど

の
持
っ
て
い
る
自
然
豊
か
な
空
間
や
社
会

（上）弥栄湖スポーツフェスティバル
（中）マウンテンバイク（下）ドラゴン
ボート（左）人気アイドルグループ

『忍者』のコンサート

第９回 弥栄ダムと
 弥栄湖スポーツフェスティバル

大竹市の発展の源となった小瀬川。しかし、それは
度重なる洪水との戦いの歴史でもありました。治水
や都市用水供給のため建設されたダムを舞台にし
たイベントを紹介します。

調
節
の
機
能
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
と
し

て
、
小
瀬
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
。
し
か

し
ル
ー
ス
台
風
に
よ
る
被
害
や
、
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
７
月
に
あ
っ
た
豪
雨
災

害
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
小
瀬
川
ダ
ム
だ

け
で
は
洪
水
調
節
を
行
う
に
は
十
分
で
な

く
、
抜
本
的
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
出
て

き
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。

弥
栄
ダ
ム
建
設
の
理
由

　
小
瀬
川
流
域
で
は
、
上
中
流
部
で
は
主
と

し
て
農
林
業
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
下
流
部

の
大
竹
・
和
木
・
岩
国
周
辺
に
は
、
戦
前
よ

り
化
学
・
製
紙
な
ど
の
工
場
が
立
地
し
、
戦

後
は
石
油
関
連
工
場
が
多
く
進
出
、
一
躍
石

油
化
学
工
業
地
帯
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
工
業
地
帯
へ
の
電
力
供
給
の
た
め
、

支
川
の
玖
島
川
に
水
力
発
電
専
用
の
渡
ノ
瀬

ダ
ム
が
造
ら
れ
、
こ
れ
を
含
む
流
域
内
の
３

発
電
所
お
よ
び
流
域
外
の
１
発
電
所
に
お
い

て
最
大
出
力
２
万
８
７
４
０
kW
の
発
電
も
行

小
瀬
川
の
治
水
の
歴
史

　

弥
栄
ダ
ム
の
あ
る
小
瀬
川
は
、
流
域
面

積
３
４
２
㎢
、
長
さ
59
㎞
の
河
川
で
、
そ

の
水
源
を
冠
山
（
１
３
３
９
ｍ
）・
羅
漢

山
（
１
１
０
９
ｍ
）
な
ど
の
一
連
の
中
国

山
地
に
発
し
、
い
く
つ
か
の
小
さ
な
支
川

を
合
わ
せ
な
が
ら
２
〜
３
の
小
盆
地
を
流

れ
、
中
流
部
に
て
広
島
・
山
口
県
境
を
南

下
し
、
支
川
の
玖
島
川
を
合
わ
せ
て
蛇じ

ゃ

喰ぐ
い

磐い
わ

・
弥
栄
峡
を
形
成
し
、
弥
栄
に
お
い
て

流
路
を
東
方
に
転
じ
、
蛇
行
し
な
が
ら
、

佐
伯
町
（
現
廿
日
市
市
）、
大
野
町
（
現

廿
日
市
市
）、
山
口
県
の
美
和
町
（
現
岩

国
市
）、
岩
国
市
、
和
木
町
、
大
竹
市
の

２
市
４
町
（
現
３
市
１
町
）
に
わ
た
る
。

　

こ
の
川
は
洪
水
に
よ
る
災
害
が
多
く
、

古
く
か
ら
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に

江
戸
時
代
の
安
永
、
天
保
年
間
の
被
害
は

甚
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
明
治

17
年
、
36
年
、
37
年
、
昭
和
３
年
、
５
年
、

16
年
、
20
年
、
25
年
、
26
年
と
相
次
い
で

大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
小
瀬
川
の
治
水
事
業
は
江
戸
時
代
か

ら
広
島
・
岩
国
両
藩
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
明
治
以
降
も
広
島・

山
口
両
県
に
よ
っ
て
部
分
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
相
次
ぐ
大
水
害
、
特
に
昭
和
26
（
１
９

５
１
）
年
10
月
の
ル
ー
ス
台
風
に
よ
る
洪

水
は
、
小
瀬
川
流
域
の
町
村
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
上
流
に
洪
水

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
小
瀬
川
は
、
流

域
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
社
会
、
経
済
、

文
化
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
が
、

将
来
の
洪
水
の
惨
禍
を
排
除
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
都
市
用
水
の
需
要
増
大
に
対
処
す

る
た
め
に
も
、
小
瀬
川
の
総
合
的
な
開
発
は

緊
急
を
要
す
る
と
さ
れ
、
弥
栄
ダ
ム
の
建
設

が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

弥
栄
ダ
ム
は
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

４
月
に
調
査
事
務
所
が
開
設
さ
れ
て
か
ら

20
年
の
歳
月
と
約
１
１
０
０
億
円
の
事
業

費
を
も
っ
て
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
10

月
18
日
に
竣
工
式
を
迎
え
た
。
こ
の
ダ
ム

は
、
小
瀬
川
の
洪
水
調
節
お
よ
び
広
島
・

山
口
両
県
の
水
需
要
に
応
え
る
た
め
、
堤

高
１
２
０
ｍ
、
堤
体
積
１
５
５
万
㎥
、
貯

水
量
１
億
１
２
０
０
万
㎥
と
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
し
て
は
、
完
成
当
時
西

日
本
随
一
の
規
模
を
誇
っ
た
ダ
ム
で
あ
り
、

東
は
広
島
市
佐
伯
区
、
西
は
山
口
県
熊
毛

郡
、
大
島
郡
と
広
範
囲
に
及
ん
で
上
水
道

や
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
河
川
名
が
﹁
小
瀬
川
﹂
に
？

　

と
こ
ろ
で
、
安
芸
と
周
防
の
国
境
は
、

古
く
か
ら
洪
水
な
ど
で
川
の
流
れ
が
変
わ

る
た
び
に
、
紛
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、

享
保
２
（
１
８
０
２
）
年
広
島
・
岩
国
両

藩
の
努
力
に
よ
り
、
幾
筋
か
に
分
か
れ
て

流
れ
て
い
た
小
瀬
川
を
掘
り
割
っ
て
一
筋

の
川
と
し
、
そ
こ
に
国
境
を
画
定
さ
せ
た
。

現
在
の
小
瀬
川
は
ほ
ぼ
こ
の
時
の
姿
を
と

ど
め
て
い
る
。

　

ま
た
河
川
名
に
つ
い
て
は
、
広
島
藩
で

は
大
竹
川
ま
た
は
木
野
川
と
呼
び
、
岩
国

藩
で
は
小
瀬
川
と
別
々
に
呼
ん
で
い
た
長

い
歴
史
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
に
1
級
河
川
に
指
定
さ

れ
、
下
流
部
が
国
直
轄
で
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
、
こ
れ
を
機
に
河
川
名
も
統

一
さ
れ
る
。「
川
の
名
称
は
河
口
に
向
か
っ

て
右
岸
の
地
名
を
当
て
る
」
と
い
う
国
の

行
政
上
の
原
則
に
従
っ
て
「
小
瀬
川
」
の

名
称
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
建
設
省（
現

国
土
交
通
省
）
が
木
野
地
区
内
に
「
一
級

河
川
小
瀬
川
」
の
看
板
設
置
を
試
み
た
が
、

木
野
地
区
住
民
が
「
木
野
川
に
な
る
の
な

ら
喜
ん
で
土
地
を
提
供
す
る
が
…
」
と
拒

否
し
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。
慣
れ
親
し
ん

だ
「
木
野
川
」
の
名
前
に
な
ら
な
か
っ
た

悔
し
さ
が
伝
わ
る
話
で
あ
る
。

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

市制施行70周年連載企画

振り返る
70年
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対
象
児
童

　

大
竹
保
育
所
・
小
方
認
定
こ
ど
も
園
に

入
所
・
入
園
中
の
満
１
歳
以
上
の
児
童
で
︑

利
用
日
に
保
護
者
の
就
労
や
疾
病
な
ど
で

年
末
保
育
が
必
要
な
児
童
︵
定
員
に
空
き

が
あ
れ
ば
︑
入
所
・
入
園
中
以
外
の
児
童

も
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

利
用
日
時

　
12
月
30
日
㈪　
７
時
30
分
~
18
時

利
用
料
金

○

３
歳
未
満
児　
２
０
０
０
円

○

３
歳
以
上
児　
１
５
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料

︵
年
齢
は
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
︶

給
食
な
ど

　

給
食
は
用
意
し
ま
せ
ん
の
で
︑
各
自
で

弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
︒
お
や
つ
は

用
意
し
ま
す
︒

申
し
込
み

　

大
竹
保
育
所
・
小
方
認
定
こ
ど
も
園
に

申
請
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒︵
用

紙
は
大
竹
保
育
所
・
小
方
認
定
こ
ど
も
園

に
あ
り
ま
す
︶

同
様
の
事
業
を
知
恩
保
育
園
で
も
12
月
30

日
㈪
に
実
施
予
定
で
す
︒入
園
中
の
方
は
︑

保
育
園
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
︒

　令和６年９月能登半島大雨災害で被
災された方を支援するため、日本赤十
字社広島県支部大竹市地区では、次の
とおり義援金を受け付けます。皆さん
の温かいご支援をお願いします。
受付期間
　令和７年３月31日㈪まで
○窓口で寄付
　地域介護課地域支援係に申し出てく
ださい。
　ご協力いただいた義援金は、全額、
日本赤十字社を通じて被災された皆さ
んに届けます。

令和６年９月
能登半島大雨災害
義援金にご協力ください
問い合わせ
　日本赤十字社広島県支部
　大竹市地区事務局（地域介護課内）
　☎28-6226

小
方
認
定
こ
ど
も
園
で

年
末
保
育
を
し
ま
す

―
仕
事
や
病
気
で
保
育
が
必
要
な
方
―

問い合わせ
　福祉課
　☎59-2148

認 定 こ ど も 園
認定こども園 ところ 電話 認可定員

開所（園）時間
月～金 土

ひまわりさかえこども園 西栄
3-12-23 52-2522 150人 ７時15分～19時15分

（18時15分以降別途料金）
７時15分～19時15分

（18時15分以降別途料金）

フルムーンインターナショ
ナルこども園おおたけ

東栄
1-8-33 30-9015 81人 ７時30分～19時

（18時30分以降別途料金）
７時30分～19時

（18時30分以降別途料金）

小方認定こども園 小方
1-11-1 59-3000

保育
認定 165人 ７時30分～19時

（18時30分以降別途料金） ７時30分～18時

教育
認定

15人
（※２） ９時～16時30分 －

※２  小方認定こども園の教育認定は、令和７年４月１日時点で満３歳児以上が利用できます。

小 規 模 保 育 園
小規模保育園 ところ 電話 認可定員

開園時間
月～金 土

こぐま園（※３） 油見1-15-8 93-2647 18人 ８時～18時 ８時～18時

※３  小規模保育園は、０歳児から２歳児までを対象とした保育園です。

入
所
・
入
園
基
準

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
︑

保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

①
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

︵
月
48
時
間
以
上
︶

②
母
親
が
出
産
の
場
合

︵ 

出
産
予
定
日
の
８
週
間
前
の
属
す
る
月

の
初
日
か
ら
出
産
後
８
週
間
を
迎
え
た

日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
︶

③
病
気
ま
た
は
障
害
が
あ
る
場
合

④
同
居
親
族
の
介
護
・
看
護
を
常
時
し
て

い
る
場
合

⑤
震
災
︑
風
水
害
︑
火
災
な
ど
︑
そ
の
他

の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
場

合
︵
最
大
90
日
間
︶

⑦
就
学
︑
職
業
訓
練
を
し
て
い
る
場
合

⑧
育
児
休
業
取
得
の
場
合

︵ 

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以

上
の
児
童
に
限
る
︶

※
小
方
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
認
定
で
申

し
込
み
を
す
る
場
合
は
︑
こ
の
入
所
・
入

園
基
準
に
該
当
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

申
し
込
み

令
和
７
年
４
月
中
に

新
た
に
入
所
・
入
園
を
希
望
す
る
方

※
第
２
次
申
し
込
み
は
第
１
次
申
し
込

み
︑
第
３
次
申
し
込
み
は
第
２
次
申
し
込

み
で
の
利
用
調
整
後
に
空
き
が
あ
る
保
育

所
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模

保
育
園
で
の
み
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
︒

令
和
７
年
５
月
以
降
に

新
た
に
入
所
・
入
園
を
希
望
す
る
方

　

入
所
・
入
園
希
望
月
の
前
月
10
日
ま
で

︵
10
日
が
閉
庁
日
の
場
合
は
直
前
の
開
庁

日
ま
で
︶
に
福
祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
︒

　

申
込
書
類
は
︑
福
祉
課
︑
各
保
育
所
・

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育

園
で
配
布
し
ま
す
︒
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

受
付
場
所

　
福
祉
課
︵
郵
送
可
※
締
め
切
り
日
必
着
︶

※
保
育
所
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

小
規
模
保
育
園
︑
支
所
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
︒

令
和
７
年
度

保
育
所
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
・

小
規
模
保
育
園

入
所
・
入
園

申
し
込
み
受
け
付
け

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
59
２
１
４
８

受 付 期 間

第１次
12月２日㈪～令和７年１月10日㈮
※土・日曜日、祝日、12月30日㈪
～令和７年１月３日㈮は除く。

８時30分
～17時15分

第２次 令和７年１月14日㈫～２月10日㈪
※土・日曜日は除く。

８時30分
～17時15分

第３次 令和７年２月12日㈬～３月10日㈪
※土・日曜日、祝日は除く。

８時30分
～17時15分

保 育 所 ・ 保 育 園
保育所（園） ところ 電話 認可定員

開所（園）時間
月～金 土

大竹保育所（※1） 本町1-4-8 52-2268 110人 ７時30分～18時30分 ７時30分～18時

玖波保育所 玖波5-8-5 57-7307 45人 ７時30分～19時30分
（18時30分以降別途料金） ７時30分～18時

知恩保育園 玖波3-11-12 57-7322 70人 ７時30分～19時
（18時30分以降別途料金） ７時30分～18時

※１　大竹保育所は、令和８年２月ごろから元の所在地（白石1-14-15）に移転する予定です。
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人
権
と
は
︑
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
権

利
で
︑
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
で
す
︒

　

１
９
４
８
年︵
昭
和
23
年
︶12
月
10
日
︑国

際
連
合
第
３
回
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
︒
採
択
日
で
あ
る
12
月

10
日
は
人
権
デ
ー
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

法
務
省
は
翌
年
の
１
９
４
９
年
︵
昭
和

24
年
︶
か
ら
毎
年
︑
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
1
週
間
を
﹁
人
権
週
間
﹂
と
定
め
︑

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
高
め
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
今
な
お
い
じ
め
や
虐

待
︑
性
被
害
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
︑
感
染
症
や
障
害
︑
国
籍
︑
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す

る
不
当
な
差
別
や
偏
見
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
︑﹁
誰
か
﹂
の
こ
と

で
は
な
く
︑
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
考

え
︑
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
︑
全
て
の
人
が

お
互
い
の
人
権
や
尊
厳
を
大
切
に
で
き
る

社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
︒

命
の
花
を
咲
か
せ
て

『
人
権
の
花
運
動
』

　

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
で
︑
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
を
育
て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
毎
年
行
っ
て
い
る
﹃
人
権
の
花
運
動
﹄︒

人
権
擁
護
委
員
ら
が
︑
10
月
22
日
に
広
島

西
特
別
支
援
学
校
を
︑
翌
23
日
に
玖
波
小

学
校
を
訪
れ
︑
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

２
６
２
個
と
プ
ラ
ン
タ
ー
︑
培
養
土
な
ど

を
贈
り
ま
し
た
︒

　

玖
波
小
学
校
で
は
︑
２
年
生
が
代
表
と

し
て
受
け
取
り
︑
梶
山
結
稀
さ
ん
が
︑﹁
春

に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
﹂
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒

　
障
害
の
あ
る
方
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
っ

た
お
菓
子
や
食
品
︑
雑
貨
な
ど
を
た
く
さ

ん
の
方
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
︑

障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
県
内
市
町
庁
舎

な
ど
で
の
販
売
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　
販
売
会
を
通
し
て
︑
障
害
の
あ
る
方
や
障

害
者
福
祉
事
業
所
の
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
︑
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
や
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

と　

き　
12
月
13
日
㈮
12
時
~
13
時

と
こ
ろ　
市
役
所
南
玄
関
前

内　

容

　

県
内
事
業
所
が
作
っ
た
お
菓
子
や
事
業

所
紹
介
な
ど
を
実
施
し
ま
す
︒
大
竹
市
の

事
業
所
も
出
店
し
ま
す
︒
購
入
し
た
方
に

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
限

定
メ
モ
帳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
︒

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
︒

　

障
害
者
週
間
は
︑﹃
国
際
障
害
者
デ
ー
﹄

の
12
月
３
日
か
ら
﹃
障
害
者
の
日
﹄
で
あ

る
９
日
ま
で
の
１
週
間
で
す
︒﹃
障
害
者
週

間
﹄は
︑障
害
の
あ
る
人
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
︑
障
害
者
が
今
ま
で

以
上
に
社
会
︑
経
済
︑
文
化
︑
そ
の
他
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

を
促
進
す
る
目
的
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

同
週
間
を
き
っ
か
け
に
︑
障
害
が
あ
る
人

も
な
い
人
も
︑
同
じ
よ
う
に
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
に

つ
い
て
︑
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

市
立
図
書
館
に

﹁
障
害
者
週
間
コ
ー
ナ
ー
﹂
を
設
置

　
障
害
に
関
す
る
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
︒

と　

き　
12
月
１
日
㈰
~
26
日
㈭

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館

ポ
ス
タ
ー
掲
示

　

市
内
の
障
害
に
関
す
る
事
業
所
や
団
体

な
ど
が
活
動
を
紹
介
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
ま
す
︒

と　

き　
12
月
３
日
㈫
~
９
日
㈪

と
こ
ろ　
ゆ
め
タ
ウ
ン
大
竹

福祉
の

とびら

福祉
の

とびら
No.114No.114

12月3日㊋▶9日㊊
『障害者週間』
―本の展示やポスター掲示も―

問い合わせ
　福祉課　☎59-2146

今からみんなで
育てます。

人権イメージキャラクター
人KENまもる君

人KENあゆみちゃん

人
権
週
間

12
月
４
日
㊌
▼
10
日
㊋

「
誰
か
」の
こ
と
じ
ゃ
な
い

自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て

問
い
合
わ
せ

　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
５

障害のある人たちが作ったモノ、身近に。
＠っとひろしま！つながるキャンペーン

「＠っとひろしま！マルシェ」
開催
問い合わせ
　キャンペーン事務局（広島県就労振興センター）
　☎082-252-3100

　

地
方
税
法
で
は
︑
所
得
税
と
同
様
に
給

与
を
支
払
う
事
業
主
︵
給
与
支
払
者
︶
が

従
業
員
︵
納
税
者
︶
へ
支
払
う
給
与
か
ら

個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
て
︑
従
業
員
が

住
む
市
町
村
に
納
付
︵
特
別
徴
収
︶
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

特
別
徴
収
に
す
る
と
︑
従
業
員
は
納
付

に
行
く
手
間
が
省
け
︑
税
の
納
め
忘
れ
も

防
げ
ま
す
︒
ま
た
︑
納
期
が
年
12
回
に
な

る
た
め
︑
個
人
納
付
︵
普
通
徴
収
︶
に
比

べ
て
１
回
当
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
︒

　

県
内
全
て
の
市
町
で
は
︑
納
税
者
間
の

公
平
性
︑
納
税
者
の
利
便
性
な
ど
を
確
保

し
︑
納
税
忘
れ
な
ど
を
防
ぐ
た
め
︑
従
業

員
の
個
人
住
民
税
は
一
部
例
外
を
除
き
︑

原
則
全
て
特
別
徴
収
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
︑
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
実
施
に
つ
い
て
︑
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

都
市
計
画
の
変
更
案
︵
①﹁
広
島
圏
都

市
計
画
区
域
区
分
﹂︑
②﹁
広
島
圏
都
市
計

画
用
途
地
域
﹂︶
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
︒
こ

の
計
画
に
対
し
て
意
見
が
あ
る
方
は
︑
縦

覧
期
間
中
に
︑
①
は
広
島
県
に
︑
②
は
市

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

縦
覧
期
間

　

12
月
9
日
㈪
~
23
日
㈪
︵
土
・
日
曜
日

を
除
く
︶
8
時
30
分
~
17
時
15
分

縦
覧
場
所

　
県
庁
都
市
計
画
課

　
市
役
所
都
市
計
画
課

※
②
に
つ
い
て
は
市
都
市
計
画
課
の
み
の

縦
覧
に
な
り
ま
す
︒

都
市
計
画
変
更
案
の
概
要

　

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
の
う
ち
︑
建
物
の
な
い
低
未
利

用
地
の
一
部
を
市
街
化
調
整
区
域
へ
編
入

し
用
途
地
域
の
指
定
を
解
除
し
ま
す
︒

◦町の歴史探訪（講演）
◦大森神楽団特別公演
◦お米抽選会（１㎏）
協賛金
大人１人につき1000円
次の方は無料です。
◦南栄１丁目自治会会員
◦障害のある方
　（同伴者１人を含む）
◦高校生以下
※駐車場は
　ありません。

問い合わせ
　南栄１丁目自治会（実行委員会　中山）
　☎53-1249

市
制
施
行
70
周
年
市
民
提
案
事
業
助
成
金
交
付
事
業

12
月
８
日
㊐

13
時
〜
17
時

栄
公
民
館

み
ん
な
で
集
う

大
神
楽
公
演

事業主の皆さんへ

個人住民税を
特別徴収に

問い合わせ
　市民税務課　☎59-2128

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課　

☎
59
２
１
６
７
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実
は
も
や
す
ご
み
で
な
く
︑ 　

プ
ラ
ご
み
と
し
て
出
せ
る
も
の

︻
食
品
用
ト
レ
ー
や
パ
ッ
ク
の
場
合
︼

　

汚
れ
や
臭
い
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
︑
軽

く
ゆ
す
ぐ
程
度
で
構
い
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

値
札
な
ど
シ
ー
ル
や
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て

あ
っ
て
も
︑
無
理
に
は
が
し
き
れ
な
く
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
︒

︻
お
菓
子
の
袋
の
場
合
︼

　

汚
れ
や
臭
い
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
︑
中

身
を
は
ら
う
だ
け
で
大
丈
夫
で
す
︒

老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
や

金
額
に
応
じ
て
︑﹁
老
齢
基
礎
年
金
﹂
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
受
給
開
始

か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
間
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
︑
一
生
涯
の
保
障
で
す
︒

病
気
や
け
が
な
ど
︑
万
が
一
へ
の
備
え

　

心
身
に
障
害
を
負
っ
た
と
き
に
は
﹁
障

害
基
礎
年
金
﹂
が
︑
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

に
は
遺
族
︵
子
の
い
る
配
偶
者
ま
た
は
子
︶

に
﹁
遺
族
基
礎
年
金
﹂
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

※ 

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
︑
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

※ 

老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ
せ
て
受
給
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
国
民
年
金
保
険
料
は
︑
確
定
申

告
の
際
に
﹁
社
会
保
険
料
控
除
﹂
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
︒﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民

年
金
保
険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
が
届
い
た

ら
確
定
申
告
の
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

令
和
６
年
度
に
限
り
︑
家
庭
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
︑

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電
へ
の
買
い
替
え

を
支
援
し
て
い
ま
す
︒

対
象
製
品

　

８
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

購
入
し
設
置
し
た
も
の
︵
申
請
期
限
は
︑

１
月
31
日
㈮
ま
で
︶
で
︑
市
内
に
あ
る
店

舗
で
購
入
し
た
新
品
︵
未
使
用
品
︶
で
あ

り
︑
現
在
使
っ
て
い
る
自
宅
の
家
電
と
買

い
替
え
た
も
の
が
対
象
で
す
︒

　

た
だ
し
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し

た
も
の
は
対
象
外
で
す
︒
買
い
替
え
支
援

の
た
め
︑
新
た
に
購
入
・
設
置
す
る
も
の

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
申
請
で

き
る
方
は
︑
大
竹
市
の
住
民
で
あ
る
こ
と
︑

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど
条
件

が
あ
り
ま
す
︒

　

対
象
の
省
エ
ネ
家
電
に
つ
い
て
は
︑
市

内
の
家
電
販
売
店
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
︒

　

予
算
上
限
に
達
し
次
第
︑
買
い
替
え
支

援
事
業
を
終
了
し
ま
す
︒

申
請
す
る
際
の
注
意
事
項

　

１
世
帯
１
品
目
に
つ
き
１
回
限
り
の
申

請
で
す
︒
１
品
目
を
複
数
台
購
入
し
た
場

合
︵
エ
ア
コ
ン
２
台
な
ど
︶
は
︑
合
計
金

額
で
申
請
で
き
ま
す
が
︑
１
回
に
ま
と
め

て
の
申
請
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
︒

　

提
出
前
に
︑
申
請
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

お忘れないですか？
「省エネ家電の買い替えを支援しています」
12月31日までの購入・設置製品が対象
最大10万円補助（上限：エアコン５万円 冷蔵庫５万円）

問い合わせ　環境整備課　☎59-2154

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

12月のテーマ12月のテーマ
やってみよう省エネ生活！
～できるだけ階段を利用しよう～
やってみよう省エネ生活！
～できるだけ階段を利用しよう～

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし
№338№338

国
民
年
金
の
役
割

―
一
生
涯
の
保
障
で
す
―

問
い
合
わ
せ

　

広
島
西
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２-

５
３
５-

１
５
０
５

　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

　
通
信
販
売
事
業
者
は
︑通
信
販
売
の
﹁
最

終
確
認
画
面
﹂
に
お
い
て
︑
顧
客
が
﹁
注

文
確
定
﹂
の
直
前
段
階
で
︑
下
表
の
各
契

約
事
項
を
簡
単
に
再
確
認
で
き
る
よ
う
に

表
示
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
︒
通
信
販
売

で
商
品
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
に
は
︑
最

終
確
認
画
面
に
表
示
さ
れ
た
契
約
条
件
を

よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

内
容
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存

　

事
業
者
側
が
表
の
①
か
ら
⑥
の
事
項
に

つ
い
て
表
示
し
な
い
こ
と
に
よ
り
︑
消
費

者
に
誤
認
を
与
え
た
場
合
︑
誤
認
し
て
申

し
込
み
を
し
た
消
費
者
は
︑
契
約
の
申
し

込
み
の
意
思
表
示
を
取
り
消
せ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
︒
最
終
画
面
の
表
示
内
容
を
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
︑
証

拠
と
し
て
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒
最

終
画
面
に
表
の
事
項
の
表
示
が
な
い
場
合

は
︑
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︵
１
８
８
︶

に
す
ぐ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹁
こ
れ
っ
て
１
回
限
り
じ
ゃ
な
い
の
⁉
﹂

通
販
申
し
込
み
前
の
確
認
ポ
イ
ン
ト

○
１
回
限
り
の
購
入
？
継
続
的
な
購
入
？

○ 

継
続
的
な
購
入
の
場
合
︑
回
数
は
？

解
約
し
な
い
と
ず
っ
と
続
く
？

○ 

継
続
的
な
購
入
の
場
合
︑
総
額
や
一
定

額
で
の
支
払
額
は
？

　

継
続
的
な
購
入
の
場
合
︑
１
回
目
の
商

品
価
格
は
安
く
て
も
︑
２
回
目
以
降
の
商

品
価
格
が
高
い
こ
と
が
あ
る
た
め
︑
２
回

目
以
降
の
商
品
価
格
や
総
額
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
ま
し
ょ
う
︒

○ 

解
約
方
法
・
条
件
や
返
品
方
法
・
条
件
は
？

○
支
払
い
時
期
や
引
渡
時
期
は
？

　

継
続
的
な
購
入
の
場
合
は
︑
２
回
目
以

降
の
商
品
は
前
回
の
商
品
が
届
い
て
か
ら

何
日
後
に
届
く
か
︑
後
払
い
の
場
合
は
︑

商
品
が
届
い
て
か
ら
何
日
以
内
に
支
払
う

の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
︒

（
消
費
者
庁
チ
ラ
シ
よ
り
）

　

ご
み
を
分
別
し
て
出
す
と
︑
資
源
と
し

て
使
え
る
も
の
は
︑
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
︑
お
お
む
ね
適

正
な
ご
み
出
し
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑
も

や
す
ご
み
に
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
︑
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

そ
う
な
も
の
が
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
︒

問い合わせ
　環境整備課リサイクルセンター　☎52-5101

「もやすごみ」として出す前に！
77

正義の味方
引っかからないカモくん

先々のこと考えて

最終確認画面の表示内容
①分　　量 ②販売価格・対価 ③支払いの時期・方法

数量、回数、期間等を表
示。定期購入契約の場
合、各回の分量、総分量
も表示。

複数商品を購入する場
合、支払い総額も表示。
定期購入契約の場合、２
回目以降の代金も表示。

定期購入の場合、各回の
代金請求時期も表示。

④引き渡し・提供時期 ⑤申し込みの撤回、
　 解除に関すること

⑥申込期間
（期限のある場合）

定期購入の場合、各回の
商品発送時期も表示。

返品や解約の条件、方
法、効果等を表示。定期
購入契約で解約の申し
出に期限がある場合、申
出期限を表示。

季節商品のほか、期間限
定販売を行う場合、その
申込期限を表示。

問
い
合
わ
せ

　

◆
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
内
）　

☎
57
３
２
３
６

　
　
【
相
談
日
】
火
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

９
時
か
ら
12
時
・
13
時
か
ら
16
時

　

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎ 

１
８
８
（
泣
き
寝
入
り
イ
ヤ
ヤ
）

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.283No.283

そ
の
通
信
販
売
は
大
丈
夫
？

「
最
終
確
認
画
面
」
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

2829 OTAKE 2024（令和6）.12OTAKE 2024（令和6）.12



● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

イベント・行事子育て支援施設

松ケ原こども館
松ケ原こども館☎57-8333・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～水曜日・金曜日・土曜日
　　　　10時～12時　13時～16時

　　　　12月28日㈯～令和7年1月3日㈮
　　　　松ケ原町445番地2

　 　松ケ原こども館は、乳児から中学生までの子ども
と保護者（市内に限らず）を対象とした、無料で利用
できる施設です。自然の中でゆっくり・のんびり過
ごしてみませんか。ママ&キッズふれあいエクササ
イズ・こども館リトミック・和みのヨーガは、毎月開
催中。日程などは、ほのぼのんホームページをご覧ください。

開館日
利用時間
年末年始の休館日

ところ

〇 みんなの助産室 12月10日㈫①14時30分～②15時～
　  ＠松ケ原こども館 （要予約。個別相談各１組）
　  妊娠期や産前産後、子どもの成長や発達、パートナー、性教育や性について

など、なんでも話してみませんか。

〇 親子でまなあそ 12月14日㈯　10時30分～（要予約）
　「お父さんも一緒に！子育て支援について学ぼう」
　 詳しくは、32ページをご覧ください。

〇 クリスマス会 12月20日㈮　10時30分～
　   （要予約。15組程度）
　  クリスマスの気分をみんなで味わいましょう。

〇 誕生日会 12月25日㈬　10時30分～
　（誕生児は要予約。前月から予約できます。24日㈫締め切り）
　 切り絵シアター

　 　予約・問い合わせは、電話または直接松ケ原こども館へ。
http://members.fch.ne.jp/honobonon/

イベント
と　き

と　き

と　き

と　き

さかえ子育て支援センター
さかえ子育て支援センター☎53-9766・福祉課☎59-2148

　　　　　　毎週月曜日～金曜日
　　　　　　12月28日㈯～令和7年1月5日㈰
　　　　　　9時30分～12時、13時30分～16時30分
 　　　（予約優先。利用人数10組程度）
　　　　　　西栄3丁目12番25号

　 　親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。無
料で利用できますので、気軽にお越しください。利用を希
望する方は電話または直接さかえ子育て支援センターへ。

〇 英語でベビーマッサージ＆自然なおむつはずし育児のお話
　 リズムや英語を取り入れた楽しいベビーマッサージとトイレトレーニングにもつながる自然なおむつはずし育児のお話
 12月12日㈭10時～10時30分
 1歳前後の子どもと保護者
 石川　綾子さん（ベビーマッサージ講師）
 7組（申込順）

開館日
年末年始の休館日
利用時間

ところ

イベント

と　き
対　象
講　師
定　員

〇  栄養相談
 12月13日㈮11時～12時
 乳幼児と保護者
 信友　美小子さん（株式会社江崎グリコ　栄養士・子ども心理カウンセラー）
　授乳時期、離乳時期、幼児期の栄養相談、産後ママの食事ポイントなどのアドバイスをします。
 2組程度（申込順）
〇 英語でリトミック　 歌や楽器を取り入れた楽しいリトミックあそび♪
 12月19日㈭10時～10時30分
 おおむね1歳半程度の子どもと保護者
 石川　綾子さん
 7組程度（申込順）
〇 ママ＆キッズ　HAPPYレッスン
　 前半は「子どもと一緒に身体を動かそう」後半は「ヨガのポーズを取り入れてママのリラックスタイム」です。
 12月20日㈮9時30分～10時30分
 首が座ったころから3歳未満の子どもと保護者
 手島　楓さん（ヨガインストラクター）
 3組（申込順）

　　　　　　　　　　　　電話または直接さかえ子育て支援センターへ。
　そのほかの行事は、さかえ子育て支援センターのホームページをご覧ください。

と　き
対　象
講　師

定　員

と　き
対　象
講　師
定　員

と　き
対　象
講　師
定　員

各イベントの申し込み

子育て支援センター
どんぐりHOUSE（にじいろこども園内）
どんぐりHOUSE☎59-3500・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～金曜日・第2・3土曜日
　　　
　　　　12月28日㈯～令和7年1月5日㈰
　　　　 子育て支援ルーム：9時30分～12時、13時30分～16時30分
　　　　親子ラウンジ：9時30分～12時、13時～16時30分
　　　　親子ラウンジ（食事のみ）12時～13時
　　　　小方1丁目11番1号

　親子ラウンジで12時～13時まで食事ができます（この時間は遊べません）。

開館日
年末年始の休館日

利用時間

ところ

〇 作ってあそぼう 12月4日㈬、5日㈭9時30分～11時30分
　 木の実を使ってリースを作りましょう。 （要予約。各10組程度）
〇 身体測定 12月9日㈪～13日㈮9時30分～12時
〇 子育て講座 12月19日㈭10時30分～11時30分
　 クリスマス会 （要予約。15組程度）
　 詳しくは32ページをご覧ください。
〇 栄養相談 12月24日㈫午前中
　 栄養士がお子さんの月齢や発達段階に応じてアドバイスを行います。
 （要予約）
〇 誕生会 12月25日㈬11時～
　  みんなで12月生まれのお友達をお祝いしましょう。誕生児はお祝い

カードに手形を押しますので少し早めにお越しください。
〇 お話し会 12月26日㈭11時～
　 にじいろのたねによるお話

イベント
と　き

と　き
と　き

と　き

と　き

と　き

ホームページ

ホームページ

Ray-wa
information station

情
報ステーション

市内の各種団体名の「大竹市」「大竹」などは、原則省略しています。
時間は24時間表記です。（例：午後1時⇒13時）
参加料など金額表示のないものは、原則無料。

えほんサロン 杉の子
アゼリアおおたけ
☎53-2226

みんなで、絵本を楽しみましょう。
と　き 12月７日㈯14時～15時
ところ アゼリアおおたけ
　　　 図書コーナーロビー
講　師 えほんサロン杉の子の
　　　 皆さん

イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
12
月
13
日
㈮
10
時
30
分
か
ら
▼
と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
３
▼
対
象
０
歳
か
ら

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
12
月
13
日
㈮
11
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
お
た
け
１
▼
対
象
１
歳
か
ら

お
は
な
し
会
　
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

と
き
12
月
21
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
お
た
け
１
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生

ら
ん
ら
ん
カ
レ
ッ
ジ
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
　

冬
の
お
は
な
し
会

と
き
12
月
14
日
㈯
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
お
お
た
け
１
▼
対
象
未
就
学
児
〜
小
学

生
・
保
護
者
▼
語
り
手
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
に
じ
い
ろ
の
た
ね
」

※
お
は
な
し
会
は
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
当
日
来
館
し
て
く

だ
さ
い
。

本
の
福
袋

と
き
12
月
14
日
㈯
〜
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰

図
書
館
職
員
お
す
す
め
の
本
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
貸
し
出
し
ま
す
。
ど
ん
な
本
が
手
元
に
来
る

か
は
あ
な
た
の
運
し
だ
い
。
お
楽
し
み
に
！

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き  

温
活

児
童
向
き  

ク
リ
ス
マ
ス

時
事
コ
ー
ナ
ー  

今
年
も
終
わ
る
よ
！
来
年
も
よ
ろ
し

く
に
ょ
ろ
！（
年
末
年
始
お
助
け
本
）

市立図書館ホームページ

携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338

土金木水火月日

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

12月（DEC）
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

音読教室で声を出してスッキリ！

ハロウィンのおはなし会でこども司書
が大活躍でした。

小方小学校２年生が図書館見学に来
てくれました。

市町村職員共済互助会寄贈本コーナー

●掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「浅草寺子屋よろず暦」

「渥美清に逢いたい」
山田　洋次／著
黒柳　徹子／著

（マガジンハウス）

「アニメのワンシーンのように。
　　　　　Akine Coco写真作品集」

Akine Coco／著
（芸術新聞社）

「ぼくのカキだよ!」
市川　里美／作

（BL出版）

「世界の納豆をめぐる探検」
高野　秀行／文・写真

スケラッコ／絵
（福音館書店）

砂原　浩太朗／著
（角川春樹事務所）

１人の図書館員さんと、１冊の大き
な鳥の本。その図書館には、将来の
夢につながる出あいが待っていまし
た―。作者が絵本作家への道をす
すむきっかけとなった大切な思い
出を描いた自伝的絵本。

パトリシア・ポラッコ／作
福本　友美子／訳

（さ・え・ら書房）

「あこがれの図書館」

大滝信吾は、さる身の上を秘して浅
草寺の一角で寺子屋を開いている。
浅草の四季を舞台に、家族や友人、
下町の人情に支えられながら、果た
して信吾は天命を見つけられるの
か―。『ランティエ』連載に加筆・
訂正。
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

子
育
て

ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
子
育
て
講
座

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ 

☎
59
３
５
０
０

福
祉
課 

☎
59
２
１
４
８

　

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
を
見
た
り

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
た
り
し
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。忙
し
い
サ
ン
タ

さ
ん
や
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
も
来
て
く

れ
る
か
な
。

と
き
12
月
19
日
㈭
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
▼
対
象
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
定
員
親
子
15
組（
申
込
順
）▼
持

参
品
飲
み
物
▼
申
し
込
み
前
日
ま

で
に
ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
へ
。

松
ケ
原
こ
ど
も
館
子
育
て
講
座

親
子
で
ま
な
あ
そ

「
お
父
さ
ん
も
一
緒
に
！
子
育
て

支
援
情
報
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

松
ケ
原
こ
ど
も
館

☎
57
８
３
３
３

　

親
子
が
主
役
の
子
育
て
イ
ベ
ン

ト
。毎
月
、講
座
や
座
談
会
な
ど
、親

子
で
学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
で
き
る

企
画
を
パ
パ
マ
マ
目
線
で
考
え
て

い
ま
す
。12
月
は「
お
父
さ
ん
も
一

緒
に
！
子
育
て
支
援
情
報
に
つ
い

て
学
ぼ
う
」
で
す
。土
曜
日
は
お
父

さ
ん
も
一
緒
に
親
子
で
学
ん
で
遊

ぼ
う
。市
内
の
子
育
て
支
援
情
報
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。

と
き
12
月
14
日
㈯
10
時
30
分
〜
▼

対
象
子
ど
も
と
保
護
者
▼
申
し
込

み
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接

松
ケ
原
こ
ど
も
館
へ
。（
要
予
約
）

健
康

心
と
体
の
元
気
ア
ッ
プ
講
座

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

☎
53
２
２
２
６

　

ヨ
ガ
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
体
の
調
子
を
整
え
、健
康
体
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。体
調・
体
力
に

合
わ
せ
、無
理
の
な
い
よ
う
講
座
を

進
め
て
い
き
ま
す
。３
月
ま
で
毎
月

室内はログハウス風の広い空間。

１
回
実
施
し
ま
す
。ヨ
ガ
に
興
味
の

あ
る
方
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ヨ
ガ
の

楽
し
さ
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
12
月
20
日
㈮
13
時
30
分
〜
15

時
▼
と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

▼
対
象
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の

方
で
ヨ
ガ
に
親
し
み
た
い
方（
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
）▼
講
師
宮
﨑
し
げ

み
さ
ん（
ヨ
ガ・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）▼
定
員
15
人
程
度（
申
込
順
）

▼
持
参
品
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、

飲
料
水
な
ど
▼
申
し
込
み
12
月
２

日
㈪
か
ら
19
日
㈭
ま
で
に
ア
ゼ
リ

ア
お
お
た
け
へ
。

Ｋａ
Ｒ
ａ
Ｄａ
カ
フ
ェ

（
玖
波
健
康
講
座
）

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

運
動
初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し

く
で
き
る
運
動
を
メ
イ
ン
に
行
い

ま
す
。健
康
的
な
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

と
き
12
月
５
日
㈭
10
時
〜
11
時
▼

内
容
立
位
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

下
肢

筋
力
を
鍛
え
る
運
動
▼
と
き
12
月

19
日
㈭
10
時
〜
11
時
▼
内
容
栄
養

講
座　

高
血
圧
予
防
の
食
事
▼
と

こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼
講
師
健
康
運

動
実
践
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
▼
申

し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接
玖
波
公

民
館
へ
。

年
齢
を
重
ね
て
も
動
け
る
体
づ
く
り

男
塾

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

と
こ
ろ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・や
ま
と
▼
対
象

市
内
在
住
の
男
性
で
国
民
健
康
保

険
加
入
の
方
。詳
細
は
表
の
と
お
り

▼
講
師
嘉
屋
早
百
合
さ
ん（
健
康
運

動
指
導
士
）
ほ
か
▼
参
加
料
１
回

１
０
０
円（
傷
害
保
険
料
）▼
持
参
品

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、

動
き
や
す
い
服
装
▼
申
し
込
み
参

加
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
Ｍ
Ｅ
Ｔ

Ｓ・や
ま
と（
☎
52
８
６
０
１
）へ
。

と　き 対　象 内　容

１班
12月7日（土）

13時30分
～

14時45分
（13時から
受け付け）

おおむね
74歳まで

マシントレーニング

12月12日（木） 栄養講座＋（プラス）

2班
12月7日（土）

おおむね
69歳まで

マシントレーニング

12月26日（木） THE･ストレッチ

※体力に不安のある方など、個々に相談してください。

障害がある方で就労を希望される方の相談を受け付けます。
予約制のため、前日までに電話で申し込んでください。

障害者
就労相談
と　き ところと　き 12月12日㈭10時～12時 市役所

広島西障がい者就業・生活支援センターもみじへ。
☎0829-34-4717

申し込み／
問い合わせ

気分が
ゆううつ

県西部保健所 ☎0829-32-1181申し込み

心の健康相談心の健康相談
(精神保健福祉相談)

※予約制(２日前までに)

とき・ところ

眠れない
認知症

酒・薬物依存
の問題

対人関係・
職場等での
ストレス

人とうまく
付き合えない

ひきこもり
相談無料

・秘密厳守

悩んでいる方ご本人や、ご家族など、周りの方の相談に
専門の医師が応じます。

12月19日㈭  県西部保健所  14時～１６時

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座
（
栄
公
民
館
）

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
12
月
10
日
㈫
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
内
容
免
疫
を

あ
げ
る
運
動
▼
講
師
明
瀬
佳
子
さ

ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る
服

装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、タ
オ

ル
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
▼
申
し
込
み
不
要
。直
接
栄
公
民

館
へ
。

ヘ
ル
シ
ー

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
パ
ッ
と
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

料
理
と
運
動
を
通
し
て
健
康
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。料
理
の
み
、運
動

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。パ
ッ
と

簡
単
に
で
き
て
、健
康
に
な
れ
る
料

理
と
運
動
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。男
性
も
大
歓
迎
で
す
。男
性
用
エ

プ
ロ
ン
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
の

で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対
象
市

内
在
住
の
方（
年
齢・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
）▼
参
加
料
５
０
０
円（
料

理
教
室
の
み
）▼
持
参
品（
料
理
教

室
）エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル（
運
動
教
室
）運
動
し
や
す
い

服
装
、運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル
▼

申
し
込
み
料
理
教
室
は
３
日
前
ま

で
に
、運
動
教
室
は
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
直
接
保
健
医
療
課
へ
。

【
託
児
】３
人（
申
込
順
）託
児
は
、開

催
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
保
健
医
療
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。当
日
、
飲
み
物
や
お

や
つ
、お
む
つ
な
ど
の
持
参
を
お
願

い
し
ま
す
。※
託
児
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合

は
、講
座
当
日
９
時
ま
で
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座 （
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
）

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

☎
53
２
２
２
６

と
き
12
月
11
日
㈬
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
▼
内
容

カ
ラ
ダ
す
っ
き
り
ヨ
ガ
▼
講
師
小

松
美
保
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き

る
服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、

タ
オ
ル
な
ど
▼
申
し
込
み
不
要
。直

接
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
へ
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

北
欧
流
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
で
す
。２
本
の
ポ
ー
ル

で
歩
き
方
や
姿
勢
を
修
正
し
、今
よ

り
力
強
く
長
い
距
離
を
目
指
し
て

歩
き
ま
す
。普
通
歩
行
よ
り
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
ア
ッ
プ
し
、
膝
痛
、

腰
痛
改
善
、筋
力
向
上
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
な
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。今

月
は「
し
っ
か
り
コ
ー
ス
」
１
班
の

み
開
催
と
な
り
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
で
国
民
健
康
保
険

加
入
の
方
▼
講
師
嘉
屋
早
百
合
さ

ん（
健
康
運
動
指
導
士・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
協
会
認
定
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）▼
参
加
料
５
０
０

円（
傷
害
保
険
料・今
年
度
分
）▼
持

参
品
運
動
の
で
き
る
服
装
、飲
み
物
、

タ
オ
ル
、帽
子
、ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ

▼
申
し
込
み
参
加
前
日
ま
で
に
Ｍ

Ｅ
Ｔ
Ｓ・や
ま
と（
☎
52
８
６
０
１
）

へ
。

コース と　き ところ 対　象

しっかり
コース

（１班）

12月7日
（土）

受け付け：
9時15分～
実施：
9時45分～11時

METSやまと前 69歳まで

と　き 内　容 定員 託児定員

12月
6日

（金）

10時
～

12時

料理教室
ミニ栄養講座

１から作ろう手打ちそば
～家族で愉

たの
しむ大

おおみそか
晦日レシピ～

25人
程度 3人

12月
20日

（金）

10時
～

11時30分
運動教室 道具を使ったトレーニング②

～身近な道具を活用しよう～
25人
程度 3人

※全日、託児付きです。

おおたけ水産GOGO市実行委員会（くば漁業協同組合内）☎57ｰ7034問い合わせ

と　き
ところ「たいたいこんぼ」

（くば漁業協同組合内施設
玖波３丁目８番13号）
※来場者の状況により
　時間は変更になる
　ことがあります。

12月21日㈯ 9時30分～

マロンの里交流館
☎55ｰ0055

問い合わせ

と　き
ところ マロンの里交流館

（栗谷町大栗林195-12）
地場農産物がそろっています。
ぜひお越しください。

12月７日㈯ 10時～
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

時
▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
内
容
昭

和
の
ス
テ
キ
な
ポ
ッ
プ
ス
や
歌
謡

曲
を
中
心
に
歌
う
マ
ッ
キ
ー
と
Ｋ

Ｅ
Ｎ
の
ボ
ー
カ
ル
に
、
フ
ル
ー
ト
、

カ
ホ
ン
、ベ
ー
ス
の
５
人
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
艶
や
か
に
お
届
け
し
ま

す
。主
な
曲
目
は
、
五
番
街
の
マ

リ
ー
へ
、
ス
イ
ー
ト
メ
モ
リ
ー
ズ
、

シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
、
熱
き
心

に
、他
十
数
曲
に
加
え
、ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。▼

定
員
50
人
程
度
▼
持
参
品
上
履
き

と
靴
入
れ
袋
▼
申
し
込
み
12
月
２

日
㈪
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
。

実
施
し
ま
す
。今
回
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。

と
き
12
月
19
日
㈭
10
時
〜
12
時
▼

と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対
象
市

内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
優
先
▼

内
容
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
機

能
▼
講
師
古
川
和
人
さ
ん（
生
涯
学

習
指
導
者
人
材
バ
ン
ク
）▼
定
員
40

人（
申
込
順
）▼
持
参
品
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
12

月
４
日
㈬
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
へ
。

今
後
の
予
定（
毎
月
第
３
木
曜
日
10

時
〜
12
時
に
実
施
予
定
）

と
き
１
月
16
日
▼
内
容
Ｊ
Ｒ
や
バ

ス
の
時
刻
表
な
ど
の
乗
換
案
内
▼

と
き
２
月
20
日
▼
内
容
ネ
ッ
ト
で

お
買
い
物　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

催
し

大
竹
に
ぎ
わ
し
隊
が
や
っ
て
来
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

　
バ
ン
ブ
ー
ラ
イ
ブ
主
催
の「
大
好

き
大
竹
応
援
大
使
」マ
ッ
キ
ー
さ
ん

率
い
る「
メ
ロ
ー
イ
エ
ロ
ー
バ
ン

ド
」が
栄
公
民
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
ラ

イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
12
月
22
日
㈰
13
時
30
分
〜
15

講
座

お
せ
ち
の
ち
ょっ
と
し
た
コ
ツ

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

　

本
格
的
な
お
せ
ち
料
理
を
家
庭

で
作
れ
る
ワ
ザ
を
プ
ロ
か
ら
学
び

ま
せ
ん
か
。

と
き
12
月
14
日
㈯
10
時
〜
13
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
料
理
に

興
味
の
あ
る
方
▼
内
容
魚
の
す
り

身
を
使
っ
た
伊
達
巻
と
ブ
リ
の
照

り
焼
き
、た
た
き
ゴ
ボ
ウ
を
作
り
ま

す
。お
重
を
彩
る
か
ま
ぼ
こ
の
飾
り

切
り
も
学
び
ま
す
。▼
講
師
山
野
明

さ
ん（
安
芸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
総
料

理
長
）▼
定
員
16
人（
申
込
順
）▼
材

料
費
１
５
０
０
円
▼
持
参
品
エ
プ

ロ
ン
、手
拭
き
タ
オ
ル
、三
角
巾
、筆

記
用
具
、マ
ス
ク
、普
段
使
っ
て
い

る
包
丁
、ま
な
板
▼
申
し
込
み
12
月

２
日
㈪
か
ら
12
日
㈭
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

第
５
回
「
ス
マ
ホ
活
用
術
」

ス
マ
ホ
の
基
礎
を
学
ぶ

総
合
市
民
会
館 

☎
53
６
６
７
７

　

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど

使
い
方
が
い
ま
ひ
と
つ
分
か
ら
な

い
と
い
う
方
向
け
の
基
礎
講
座
を

健
康

キ
レ
イ
Ｕ
Ｐ
運
動
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
や
マ
ッ
ト

を
使
っ
た
体
幹
運
動・簡
単
な
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
行
い
ま
す
。運
動
の
効

果
に
つ
い
て
、講
師
が
丁
寧
に
説
明

し
て
く
れ
ま
す
の
で
、運
動
が
苦
手

な
方
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

と
き
12
月
９
日
㈪・23
日
㈪
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
▼
と
こ
ろ
に
じ
い

ろ
こ
ど
も
園
２
階
▼
対
象
市
内
在

住
の
20
代
か
ら
50
代
の
女
性（
妊
娠

中
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）▼
講

師
三
田
美
雪
さ
ん（
運
動
ト
レ
ー

ナ
ー
）▼
参
加
料
20
円（
傷
害
保
険

料
）
▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る
服

装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
▼
申

し
込
み
不
要【
託
児
】定
員
３
人（
申

込
順
）開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
電

話
で
保
健
医
療
課
へ
。【
託
児
料
】１

人
20
円（
傷
害
保
険
料
）※
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、講
座
当
日
９
時
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。当
日
は
お
子
さ

ん
の
検
温
を
し
、発
熱・せ
き・鼻
水

な
ど
の
風
邪
症
状
、体
調
不
良
な
ど

の
症
状
が
あ
れ
ば
、利
用
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

( 前 年 同 期 比  0 件 減 )
発生件数

( 前 年 同 期 比  0 人 増 )
死 者 数!

!

!

( 前 年 同 期 比  5 人 減 )
負傷者数

交通事故統計情報
件

人

人※令和６年の発生件数、
　負傷者数は概数です。

交通事故
発生状況

（10月末日現在）

スローガン『今日もまた　あなたの無事故　待つ家族』
年末交通事故防止県民総ぐるみ運動期間 12月1日㈰ ～ 10日㈫

スローガン『今日もまた　あなたの無事故　待つ家族』
年末交通事故防止県民総ぐるみ運動期間 12月1日㈰ ～ 10日㈫

3

２
22
8

２

21

こぶしの里松ケ原
（平野☎090-9068-3984）

と　き
ところ 松ケ原集会所
地産農産物・食品加工品・手芸工芸品直売
問い合わせ

12月７日・14日・21日  10時～

こぶしの里
松ケ原

～集う楽しさ。出会う楽しさ～

毎 週

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

二
十
歳
の
つ
ど
い

生
涯
学
習
課 

☎
53
５
８
０
０

　
令
和
６
年
度「
大
竹
市
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
令
和
７
年
１
月
13
日（
月・祝
）

13
時
か
ら（
受
け
付
け
は
12
時
か

ら
）▼
と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

▼
対
象
生
年
月
日
が
、平
成
16
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日

ま
で
の
方
▼
持
参
品
案
内
状（
市
外

に
転
出
し
た
後
に
さ
ら
に
住
所
変

更
し
た
場
合
な
ど
、案
内
状
が
届
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、対
象
で

あ
れ
ば
当
日
参
加
で
き
ま
す
）

※
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
随
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
春
児
童
生
徒
書
き
初
め
大
会

児
童
生
徒
書
き
初
め
大
会
実
行
委
員
会

☎
53
５
８
０
０

と
き
１
月
19
日
㈰
10
時
〜
10
時
30

分（
受
け
付
け
）10
時
40
分
〜
11
時

30
分（
大
会
）▼
と
こ
ろ
総
合
市
民

会
館・ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
▼
対

象
小
学
生
〜
高
校
生
▼
種
目
小
学

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
。

生
は
毛
筆
か
硬
筆（
両
方
は
不
可
）、

中
学・
高
校
生
は
毛
筆（
小
学
4
年

生
以
上
は
大
竹
手
す
き
和
紙
を
使

用
）▼
参
加
料
５
０
０
円
▼
申
し
込

み
12
月
26
日
㈭
ま
で
に
、電
子
申
請

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。当
日
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
持
参
品
や
課
題
の
詳
細
は
、大
会

の
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。要

項
は
、市
内
各
学
校
に
配
布
す
る
ほ

か
、公
民
館
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
舞
踏
会

か
ぐ
や
姫
パ
ー
テ
ィ
ー

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
企

画
。ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
社
交
場
を

演
出
し
ま
す
。み
ん
な
で
ふ
れ
あ

い
、楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
12
月
22
日
㈰
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼

定
員
60
人
程
度（
申
込
順
）▼
参
加

料
２
８
０
０
円（
実
費
）▼
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン・話
題
の
シ
ェ
フ
の
講
座

（
う
お
池　
池
田
将
訓
さ
ん
）・ワ
イ

ン
講
座（
池
田
有
子
さ
ん
）・ダ
ン
ス

タ
イ
ム（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
な
ど
）・

か
ぐ
や
姫
の
物
語（
香
川
晶
則
さ

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
。

ん
）・
バ
ン
ド
生
演
奏
ブ
ル
ー
リ

バ
ー・プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
▼
申
し
込

み
12
月
２
日
㈪
か
ら
玖
波
公
民
館

へ
。▼
協
力
玖
波
漁
協　
あ
た
た
ハ

マ
チ
to
レ
モ
ン
試
食

２
０
２
４
み
く
ら
だ
け

ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

三
倉
岳
休
憩
所 

☎
56
０
６
６
０

と
き
12
月
8
日
㈰
10
時
〜
16
時
▼

と
こ
ろ
三
倉
岳
休
憩
所
周
辺

イ
ベ
ン
ト（
予
定
）

体
験
コ
ー
ナ
ー

と
き
10
時
〜
15
時
▼
内
容
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
体
験
、体
験
型
キ
ッ
ズ
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ブ
ー
ス（
特
大
シ
ャ
ボ

ン
玉
ブ
ー
ス・
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン・
エ

ア
ー
遊
具
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

音
楽
コ
ー
ナ
ー

と
き
11
時
〜
14
時
▼
内
容
元
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
ズ
の
ド
ラ
マ
ー
河
内
し

ん
ご
率
い
る「
河
内
し
ん
ご
バ
ン

ド
」（
昭
和
歌
謡　

JAZZ Bossa 
N

ova

）と
、県
内
で
唯
一
、ニ
ュ
ー

オ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル
の
ジ
ャ
ズ
を

演
奏
す
る「
広
島
ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ

ツ
」を
招
い
て
、音
楽
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。※
イ
ベ
ン
ト
内

容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、天
候
に
よ
り
、イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
る
場
合
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
ま
す
。

駅
舎
カ
フ
ェ
・
古
き
を
再
現

ロ
ビ
ー
de
ア
ー
ト
展

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

懐
か
し
い
玖
波
の
ま
ち
の
古
い

駅
舎
や
鉄
道
の
オ
ブ
ジ
ェ
写
真
を

展
示
し
ま
す
。ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
12
月
１
日
㈰
〜
22
日
㈰
９
時

〜
17
時
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館

相
談

税
理
士
税
務
相
談
会

市
民
税
務
課 

☎
59
２
１
２
８

　

中
国
税
理
士
会
所
属
の
税
理
士

が
、税
金
の
種
類
を
問
わ
ず
、無
料

で
相
談
を
受
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

と
き
12
月
12
日
㈭
13
時
〜
16
時（
１

人
30
分
）▼
と
こ
ろ
市
役
所
▼
申
し

込
み
市
民
税
務
課
へ
。

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら
。

消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を
必要としています。
自分の大切な町、大切な人を
一緒に守りましょう。
問い合わせ　消防本部消防総務課
☎53-7708

入団申請
はこちらから。

問い合わせ 危機管理課 ☎ 59-2119
米海兵隊岩国基地は、
焼却処理できない弾薬を
同基地沖合3.5㎞に位置する
姫子島で爆破処理しています。
処理予定日は、情報が入り次第、
市ホームページに掲載します。

市ホームページ
はこちらから。

米軍による弾薬処理

納期限
令和６年度

■固定資産税・都市計画税（３期）
■国民健康保険料（６期）
■後期高齢者医療保険料（６期）
■介護保険料（６期）納期限
ご注意ください

問い合わせ
市民税務課 ☎59-2127

○納めるときは、納付書を使用してください。
○納付場所は納付書裏面を確認してください。

12月25日水

令和６年度

3435 OTAKE 2024（令和6）.12OTAKE 2024（令和6）.12



天まで届け祭ばやし
大竹地区

　大竹の三大秋祭りを締めくくる『大竹祭』が挙行さ
れました。11時の音花火（ひや）を合図に、やっこ行
列が大瀧神社を出発。厄年の男性で担ぐみこしや、女
性のみの華みこし、各地区が趣向を凝らした山車、太
鼓の演奏などを一目見ようと沿道は多くの人でにぎ
わいました。権現橋の交差点でやっこ行列を見物し
ていた女性（白石）は「やっこの練習の声がよく聞こ
えていたので、実際に見ることができてよかった」と
笑顔で答えてくれました。

10月27日　『大竹ふれあい　健康・福祉まつり』が
サントピア大竹で開催され、食生活チェックや血糖
値測定、健康相談、手話や点字などの体験コーナー、
福祉グループの作品展示などに多くの人が訪れま
した。話し言葉を文字に変換するアプリを体験した
介護職の野村智代子さん（岩国市）は「仕事で使えそ
うです。これは文字化けが少ないみたい」とスマホ
にインストール。アイマスクをして目の不自由な方
の歩行体験をした小田上真由美さん（南栄）は「介助
の人に、障害物があると言われましたが、距離感が

つかめないので怖かった」。子ど
もたちに人気のゲームコーナー
やフリーマーケット、飲食ブー
スもにぎわった一日でした。

10月27日　『ジュニアコンサート』がアゼリアホールで開催され、中
高生たちの熱演がホール内に響きわたりました。大竹中、小方中、和木
中、大竹高校の吹奏楽部に、おおたけ吹奏楽団も共演したコンサート
は、コロナ禍で中断した時期を挟み、四半世紀の歴史を刻んできまし
た。それぞれが日頃の練習の成果を発揮した演奏に惜しみない拍手が
送られ、ラストは、おおたけ吹奏楽団と中高生80人がステージやア
リーナを使った合同演奏で幕を閉じました。子どもが大竹中で演奏し
た植田菜津美さん（油見）と宮脇亜弓さん（白石）は「家でも練習をして

いました。上手だった」と頑張りを
褒めてにっこり顔でした。

手話を体験手話を体験

大竹祭

10/20
SUN

コイこいは今年も大盛況
総合市民会館・消防署

　第28回『コイ♥こいフェスティバル・イン・おお
たけ』が開催され、開会前から多くの来場者でに
ぎわいました。市制施行70周年にちなんだ企画や
バラエティ豊かなステージプログラム、多種多様
な屋台やフリーマーケットなど楽しみが盛りだ
くさん。消防フェアも防火服を着て消防車と
記念撮影をする親子の姿がありました。射的

や輪投げをした藤澤萌音さん
（大竹小４）は「毎年新しい屋
台があって楽しい」と話し、弟
の拓未くん（小１）は約１時間
かけて巣箱作りに挑戦し「難しかっ
たけど、またやってみたい」と達成感
に満ちた表情でした。

11月９日　市
制施行70周年
市民提案事業
で『オレンジク
ラブ（子育て支
援団体）』と『暴
力監視追放協
議会』が実施し

た、こども相談室前（総合市民会館山側）の壁画の除幕
式が行われました。長澤靖さん（玖波）の描いた下絵
に、市内３校の中学生が色づけした壁画は、クジラや
ダイオウイカなどの海の生きものが実物大に描かれ
ています。長澤さんは「生命が躍動するような絵にし
たいと思った」と壁画に込めた思いを話しました。

11月４日　11月とは思えない暖か
い日差しに包まれ、絶好のお祭り日
和の中、マロンの里交流館で『マロン
の里秋まつり』が開催されました。飲
食ブースでは、地元の特産品や加工
品に加え、うどんやカレー、スイーツ
などが販売されました。ステージで
は、小方中吹奏楽部や亀居城太鼓の
演奏、ダンス、谷和神楽団の舞などが
披露され、イベントは大盛況の中、紅
白餅まきで幕を閉じました。竹本佳
彦さん（岩国市）は「ステージもグル
メも豊富でとても楽しめた」と満足
そうでした。

イベントなどで撮影した写真は、「広報おおたけ」、市ホームページ、市公式SNS
や市の刊行物で使用するほか、マスメディアなどに提供することがあります。

11/10
SUN
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市の人口（ 11月1日現在 ）

人　口 25,380 人
（男）12,422人 （女）12,958人

世帯数 12,754 世帯

健
康
・
子
育
て

1歳 6カ月児健康診査
〔保健医療課〕☎59-2140 29日㈬ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

3 歳 児 健 康 診 査
〔保健医療課〕☎59-2140 30日㈭ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

10 カ 月 児 面 談
〔保健医療課〕☎59-2140 14日㈫ どんぐりHOUSE

（にじいろこども園１階）
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：令和６年３月生まれの子どもと保護者
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

パ パ マ マスクール
〔保健医療課〕☎59-2140 9日㈭ にじいろこども園

２階 10：00～12：00
対　象：妊婦さんとその家族（６組程度）
内　容：やってみよう！プレママ・プレパパ教室
持参品：親子（母子）健康手帳、父子手帳、筆記用具、飲み物
開催日の３日前までに予約してください

に こ に こ 相 談
〔保健医療課〕☎59-2140 16日㈭ どんぐりHOUSE

（にじいろこども園１階） 10：00～11：30
対　象：妊娠中の方、乳幼児とその保護者
内　容：身長体重測定、保健師・保育士・助産師・管理栄養士による個別相談
持参品：母子健康手帳、バスタオル

も ぐ ぱ く ひ ろ ば
〔保健医療課〕☎59-2140 21日㈫ にじいろこども園

２階
10：30～12：00

（受け付け10時から）

対　象：生後４カ月から７カ月児まで（６組程度）
内　容：離乳食の始め方・進め方、フリージングの仕方、
　　　  電子レンジの活用法、個別栄養相談
持参品：親子（母子）健康手帳、バスタオル、筆記用具、赤ちゃん用の飲み物
開催日の３日前までに予約してください。

相
　
　
　
　
　
談

法 律 相 談
〔企画財政課〕☎59-2124 14日㈫ 市 役 所 13：00～16：00

（1人30分）
相談員：弁護士
相談は予約が必要です。（12月11日㈬から受付開始）
※初めて相談する方を優先します。

行　 政　 相　 談
〔企画財政課〕☎59-2124 9日㈭ 市 役 所 13：00～15：00 相談員：行政相談委員

相談は予約を優先します。

司法書士による法律相談
〔社会福祉協議会〕☎52-2275

第３
木曜日 サントピア大竹 13：00～16：00

（1人30分程度）
相談員：司法書士
相談は予約が必要です。

よりそいサポートセンター
☎35-5300

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 9：00～17：00 内　容：生活困窮者の自立に関する相談

メールアドレス：yorisoi@otake-shakyo.or.jp

家 庭 児 童 相 談 室
〔福祉課〕☎59-2151

月曜日～
金曜日 市 役 所 9：00～16：00 相談員：家庭相談員、母子・父子自立支援員

内　容：子ども、母子・父子に関する相談

市消費生活センター
☎57-3236 火・金曜日 市 役 所 9：00～16：00 消費生活全般の相談や問い合わせ

障がい者相談支援センター
☎52-0167  ℻ 53-8122

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 内　容：障害に関する相談

メールアドレス：soudan@otake-shakyo.or.jp

地域活動支援センターみらい
☎59-0223

月曜日～
土曜日

医 療 法 人 社 団
知　 仁　 会 9：00～17：00 精神の障害に関する相談

障 害 相 談
〔福祉課〕
☎59-2150  ℻ 57-7185

月曜日～
金曜日 市 役 所 8：30～17：00 内　容：障害に関する相談

メールアドレス：fukushi@city.otake.hiroshima.jp

市地域包括支援センター
☎53-1165

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

市認知症対応・玖波地区
地 域 包 括 支 援 センター
☎57-7461

月曜日～
土曜日

医 療 法 人 社 団
知　 仁　 会 8：30～17：30 認知症に関する相談（全市）・玖波地区の介護保険の

利用手続き・高齢者に関する相談など

こ ど も 相 談
〔教育委員会〕☎54-0021

月曜日～
金曜日 こ ど も 相 談 室 8：30～15：00 電話や面接による子どもと保護者を対象とした相談

（時間外を希望の方は事前に連絡を）

女性の人権ホットライン 月曜日～
金曜日 0570-070-810 8：30～17：15 DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

子どもの人権 110 番 月曜日～
金曜日

0120-007-110
（無料） 8：30～17：15 いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権についての相談

年 金 相 談
〔広島西年金事務所〕☎082-535-1505

毎週
火曜日 商 工 会 議 所 10：00～12：00

13：00～15：30
年金などの相談・手続きなど
相談は予約が必要です。（前週金曜正午までに）

サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹　

休
館
日　

１
月
５
日
㈰

下の表の情報は１月のものです｡

１月の情報ステーション
先取 り

2025 JAN.

休日診療所   診療日：日曜日・祝日
 年末年始：12月30日㈪～１月３日㈮
診療時間：９時～12時、13時～17時
ところ：立戸2丁目1番16号　☎52-0330
診療科：内科系・外科系・小児科（小児科は年末年始のみ）
事前に連絡してください。密を避けるため、できるだけ自
家用車でお越しください。現在、医薬品が納品されにくい
状況が続いています。そのため、症状によっては希望に添
えない場合があります。

12 月～1 月（上旬）のお知らせ
休 日 診 療 休日水道修理・使用開始（開栓）

12月1日㈰ 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900
7日㈯ ㈲浜崎工業所 西 栄 ３ ☎52-3365
8日㈰ 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043

14日㈯ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300
15日㈰ ㈲プロ・コーポレイション 木 野 １ ☎53-6131
21日㈯ 奥田設備㈱ 西 栄 ２ ☎28-0185
22日㈰ 今五産業㈲ 北 栄 ☎52-2529
28日㈯ ㈲成亜総合設備 本 町 １ ☎52-2501
29日㈰ ㈱ゲイナンハウス 立 戸 ３ ☎54-1111
30日㈪ 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900
31日㈫ ㈲浜崎工業所 西 栄 ３ ☎52-3365

1月1日（水・祝） 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043
2日㈭ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300
3日㈮ ㈲プロ・コーポレイション 木 野 １ ☎53-6131
4日㈯ 奥田設備㈱ 西 栄 ２ ☎28-0185
5日㈰ 今五産業㈲ 北 栄 ☎52-2529

※個人給水管の修理は自己負担になります。

1号広告 ２号広告

医療法人社団 いちご会

介護付有料老人ホーム コリーナ小方

☏59-1555
インスタグラムアカウント

@collinaogata
公式ホームページ
https://collinaogata.com/

〒739-0628
広島県大竹市小方ケ丘6－27

一般型特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護

資料請求や体験入居申込み等、お気軽にお電話ください

一人部屋 残り ２室
二人部屋 残り 1室

(2024年11月中旬時点)

入居者様
募集中

規　格 広  告  料（税 込）
市内業者

30,000円

25,000円

50,000円

15,000円

色

黒１色

黒１色

印刷用４色

印刷用４色

1号  縦10㎝×横8.3㎝
2号  縦4.7㎝×横8.3㎝

3号  縦4.7㎝×横17㎝

4号  縦4.7㎝×横8.3㎝

40,000円

30,000円

60,000円

20,000円

市外業者

問い合わせ　企画財政課 ☎59-2124

※発行部数／約12,400部（月1回発行）

広 告 募 集広報紙
申し込み方法など、詳し
くは市ホームページを
ご覧ください。

パルボート宮島 ( 外向発売所 )

カレンダー

宮島ボートレース企業団
　☎0829-56-1122

※念のためボートレース宮島のホームページなどで最新情報を確認してください。
●ボートレース宮島の収益金は、大竹市のまちづくりに役立てられています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 2223 24 25 26 27 28 29 30 31

日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火

BTS呉開設32周年記念　
第14回富士通

フロンテックカップ
デイリー

スポーツ杯
第15回

サクラオＢ＆Ｄ杯
ハッピー

クリスマス
カップ 2024

第
51
回
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
栄

光
楯
新
春
広
島
ダ
ー
ビ
ー

パルボート宮島発売

12月

在宅当番医   診療時間：9時～17時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行いません。
変更の場合もあります。
市ホームページの「休日夜間当番医」を確認してください。

12月8日㈰ 古吉眼科医院 新 町 2 ☎52-4707
12月15日㈰ 耳鼻咽喉科村上クリニック 元 町 １ ☎52-1133

3839 OTAKE 2024（令和6）.12OTAKE 2024（令和6）.12

●掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。


